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午前 10 時 00 分　開会

　◎開　　議

○議長（藤本一義議員）　おはようございます。

　ただいまの出席議員数は 19 名です。定足数

に達しております。

　ただいまから、平成 21 年第４回中能登町議

会定例会を開会いたします。

　諸般の報告をいたします。

　地方自治法第 121 条の規定による、本会議に

出席する者を、別紙の説明員職氏名一覧表とし

て、お手元に配付しましたので、ご了承願いま

す。

　これより、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

あります。

　◎会議録署名議員の指名

○議長（藤本一義議員）　日程第１　会議録署

名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員は、会議規則第

118 条の規定により、３番　諏訪良一議員、４

番　堀江健爾議員を指名いたします。

　◎会期の決定

○議長（藤本一義議員）　日程第２　会期の決

定を議題といたします。

　お諮りいたします。

　本定例会の会期は、本日から６月 23 日まで

の 15 日間といたしたいと思います。

　これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

よって、会期は本日から６月 23 日までの 15 日

間とすることに決定いたしました。

　◎議案の一括上程

○議長（藤本一義議員）　日程第３　議案の一

括上程

　議案第 33 号　中能登町税条例の一部を改正

する条例について

　議案第 34 号　中能登町心身障害者医療費の

助成に関する条例の一部を改正する条例につい

て

　議案第 35 号　平成 21 年度中能登町一般会計

補正予算

　議案第 36 号　平成 21 年度中能登町介護保険

特別会計補正予算

　議案第 37 号　平成 21 年度中能登町国民健康

保険特別会計補正予算

　請願第１号　政府が自ら決めた備蓄ルールに

基づいて、20 万トン規模の政府米買い入れを

求める請願

　請願第２号　農地法の「改正」に反対する請

願

　請願第３号　ミニマムアクセス米の輸入見直

しに関する請願

　陳情第２号　国の教育予算を拡充することに

ついて　

　以上、議案５件、請願３件、陳情１件を一括

議題といたします。

　町長から議案について、提案理由の説明を求

めます。

　杉本町長

　　〔杉本栄蔵町長登壇〕

○杉本栄蔵町長　皆さん、おはようございます。

　提案理由の説明をいたします。

　本日ここに、平成 21 年第４回中能登町議会

定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

は公私共に何かとご多用の中、ご出席いただき

まして誠にありがとうございます。

　初めに、今定例会は、町長選挙後、初めての

定例会でありますので、今後の町政運営につい

て所信の一端を申し上げます。

　私は、先の町長選挙において、議会の皆さん

をはじめ、町民の皆様方の暖かいご支援をいた

だき、無投票で再選をさせていただき、引き続

き町政を担当させていただくことになりまし

た。

　この上は、中能登町の更なる飛躍を目指し、
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２期目の決意を新たに私の持てる力の全てを注

ぎ、子供を産み育てやすく、老後も安心して暮

らせる町づくりを目指すことや、学校等施設の

統廃合と行財政改革を進めること、地域の活性

化を図ることに取組んでいきたいと考えており

ます。

　しかし、現在の地方自治は、国際情勢の大き

なうねりの中にあり、新型インフルエンザ対策

や北朝鮮のミサイル発射と核実験、経済危機対

策等、様々な対応が求められ、緊張の日々が続

いています。

　特に、100 年に１度といわれる世界的な経済、

金融危機の中で、先般、アメリカ自動車大手メ

ーカーが相次いで経営破綻し、再生の手続きが

とられています。

　こうした大きな経済の流れは、中能登町にお

いても無関係ではなく、織物製造業は、医療用

の織物から非医療用織物など、多様な織物が生

産されており、特に資材用生地として自動車関

連織物も含めて幅広く製造をされており、景気

低迷を受けて中能登町の多くの企業の皆様方

が、繋ぎ資金融資を申請されている状況下であ

るとともに、今後の世界経済の動向は益々先行

きが不透明な状況となっており、大変厳しい時

代を迎えております。

　しかし、こうした厳しい時代でありますが、

去る５月 26 日に中能登町織物デザインセンタ

ーへイタリアの世界的ブランドの生地担当者８

名が日本貿易振興機構及びジェトロ金沢の招き

により急遽来訪されました。

　一行は、デザインサンプル一つ一つを丹念に

確認され、大変素晴らしいものであるとの高い

評価を得ることができ、今後の新たな展開を期

待しているところであります。

　このように、中能登町においては、地域資源

がまだまだ沢山あります。地域資源を活かして

中能登町の強みとなる地域活性化を図り、ひい

ては、地域経済の活性化へと結び付けなければ

なりません。

　これから、国、県と歩調を合わせながら経済

危機対策に取組みつつ、次の時代を見据え、次

の世代のために何を残し、何を伝えていくのか

を考えることが、今を生きる者の務めであると

考えておりますので、今後とも皆様方のご理解

とご協力をお願いいたします。

　それでは、本定例会に提案いたしました議案

の主な内容について、順次説明をいたします。

　最初に、議案第 33 号　中能登町税条例の一

部を改正する条例についてであります。

 この条例は、地方税法等の一部を改正する法

律の施行に伴い、寄付金、税額控除等の所要の

改正を行うものであります。

　次に、議案第 34 号　中能登町心身障害者医

療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

についてであります。

　この条例は、医療保険と介護保険の自己負担

額の合計が著しく高額になる場合に負担の軽減

を図る高額医療・高額介護合算制度が施行され

るため、その保険給付費を控除した額を助成す

ることとしたものであります。

　次に、議案第 35 号から議案第 37 号までの平

成 21 年度補正予算に関する議案についてご説

明いたします。

　まず、議案第 35 号　平成 21 年度中能登町一

般会計補正予算につきましては、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ 5,095 万 5,000 円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ 91 億 865 万 5,000 円とするものであります。

　補正予算の主なものとして、歳入では、現在

の経済状況に緊急に対応するため、雇用対策と

して緊急雇用創出事業費補助金及びふるさと雇

用再生特別基金事業費補助金 1,240 万円を追加

するとともに、コミュニティ助成事業として

700 万円、統合中学校整備基金繰入金 2,000 万

円を追加するものであります。

　歳出では、雇用対策としての労働費委託料の

増額、土木費では地域活力基盤創造交付金事業

への予算組替え等であります。

　次に、議案第 36 号　平成 21 年度中能登町介

護保険特別会計補正予算につきましては、歳
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入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2,185 万

9,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ 16 億 8,060 万 1,000 円とするもの

であります。

　補正予算の主なものは、年度間の精算による

国、県等の返還金の増額によるものであります。

　最後に、議案第 37 号　平成 21 年度中能登町

国民健康保険特別会計補正予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

33 万 7,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ 19 億 1,333 万 7,000 円とする

ものであります。

　補正予算の内訳は、前期高齢者に係る交付金

及び納付金の増額であります。

　以上、本日提出いたしました議案各件につき、

その大要をご説明申し上げましたが、議員各位

におかれましては、慎重なるご審議をいただき、

適切なる議決を賜りますようお願いを申し上げ

まして、提案理由の説明を終わります。

○議長（藤本一義議員）　町長の提案理由の説

明が終わりました。

　◎散　　会

○議長（藤本一義議員）　以上で、本日の日程

は終了いたしました。

　明後日の 11 日、午前 10 時から本会議を開き

ます。

　本日は、これをもって散会いたします。

　ご苦労様でした。

午前 10 時 14 分　散会
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午前 10 時 00 分　開議

　◎　開　　議

○議長（藤本一義議員）　おはようございます。

　ただいまの出席議員数は 19 名です。定足数

に達しておりますので、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

す。

　◎議案質疑

○議長（藤本一義議員）　日程第１　議案質疑

　これより議案第 33 号から議案第 37 号までに

ついて、一括して議案の質疑を行います。

　事前に通告を受けておりますので、議長にお

いて指名をいたします。

　質疑の順序は、お手元に配付のとおりであり

ます。

　それでは、これより質疑を行います。

　まず、議案第 35 号　平成 21 年度中能登町一

般会計補正予算について、質疑を許します。

　歳出の労働費について、議案書は、15 ペー

ジとなります。

　20 番　杉本平治議員

　　〔20 番（杉本平治議員）登壇〕

○ 20 番（杉本平治議員）　６月定例議会にあ

たりまして、提出されました議案に対しまして、

質疑を行いたいと思います。

　その先に、この場席から議長にお願いをした

いと思うのであります。

　私の質問は、提出されました第 35 号であり

ます。そして、ページ数は 15 ページでありま

す。引き続き、質疑通告をしてあるのも同じく

35 号で、ページ数も 15 ページでありますので、

できれば横の場席に待機させていただきたい。

そういうことを議長にお願いしたいので、よろ

しく取り計らいのほどお願いいたします。

　それでは、通告いたしました、ページ数 15

ページをお開き願いたいと思います。

　これは、委託料、ふるさと雇用再生特別基金

事業 580 万円、緊急雇用創出事業 660 万円。合

計いたしまして、1,240 万円でございます。手

当は、県の支出金を充てているわけであります

が、先般の県の６月議会にあたりまして、谷本

知事はこの問題にふれまして、雇用対策につい

て県も緊急の連絡会議を開いて対処していきた

いということを県議会において表明しておりま

した。

　私、お聞きしたいのは、１点目、中能登町に

おける雇用の実態はどうなっているのか。この

問題を把握されておるのかどうか。

　２点目といたしまして、そういう中で雇用の

促進策、中能登町独自の雇用の促進政策をどう

現在行い、また今後も実行していく考えがある

のかどうか。この２点についてお聞きいたした

いのであります。

　宝達志水町に「三協立山アルミサッシ」があ

ります。そこに勤務しているある方が来られま

して、43 歳以上について、会社は退職をお願

いするという、そういうことが新聞にも出てお

りました。43 歳以上の方々に対して、退職の

強要ではないですが、退職の希望をというのは

1,000 名でございます。

　その後の経過は、また新聞に出ておりました。

1,000 名にならないので、再度、退職希望を募

っております。

　そういうものが、近辺の自治体においてもあ

るわけでございまして、私はそれらにおきまし

て、中能登町も独自の雇用政策というものを考

えておられると思いますが、その点と現在の実

態について報告を求めたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　ここで、皆さんにお

諮りいたします。

　先ほど杉本議員より自席に戻らず、一般席で

の待機の申し入れがありました。

　皆さん、これを許可することにご異議ござい

ませんでしょうか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（藤本一義議員）　それでは、杉本議員、

一般質問席で待機をお願いします。

　それでは、答弁の方よろしくお願いします。
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　広瀬企画課長

　　〔広瀬康雄企画課長登壇〕

○広瀬康雄企画課長　杉本議員のご質問にお答

えいたします。

　中能登町の雇用状況のデータにつきまして

は、ハローワーク七尾が出しております業務月

報を参考にして分析するしか調査データはござ

いません。

　そこで、七尾、中能登、羽咋全体の直近デー

タを分析いたしました。それによりますと、有

効求人倍率については、昨年の 12 月頃、これ

は 0.74 でありました。低下し始めておりまし

て、平成 21 年４月には、有効求職者数 3,513

人に対しまして、有効求人数 1,604 人、0.46 に

まで低下しております。これは対前年同月比

で、0.47 ポイントの低下というデータがござい

ます。

　それで、中能登町に限定をして、これは一般

常用のみのデータでありますが、平成 20 年度

の合計で調査をいたしました。そこで、合計で

761 人の新規求職者数に対して、新規の求人数

は 338 人でありました。

　また、違った側面から、平成 20 年度中の商

工会の会員の脱退、加入の状況についても調べ

てみました。それで、加入７に対しまして、脱

退は 26 でありました。

　こういうことから、中能登町における雇用状

況については非常に厳しく悪化しているのでは

ないかというふうに推察されます。

　そこで、中能登町における雇用の対策という

ことでございますが、まず、職業安定所の方で

どういう対策をとっているかということであり

ます。これにつきましては、企業の雇用調整助

成金制度などを利用して、雇用の維持対策を行

っています。これは、企業が休業手当とか生産

調整などを行ったときの賃金の確保ということ

に対して助成が行われるということで、そうい

う制度についても中能登の企業さんで利用され

ているというふうに聞いております。

　また、町独自の対策でございますが、今回、

議案第 35 号の一般会計の補正予算の労働費で、

1,240 万円の委託料を計上いたしました。これ

につきましては、県の基金を利用した事業であ

りまして、今後３か年に亘り、雇用対策をして

いきたいというふうに思っております。

　その１点といたしましては、デザインセンタ

ーにおけるプリントデザインサンプルのデータ

ベース化、それと分類整理をするために新たに

３人の雇用を図るということで、その経費とし

て商工会に 580 万の事業で委託を予定しており

ます。

　また、緊急雇用創出ということで、シルバー

人材センターの事務職に１人、町有施設等の除

草等の管理作業に８人、町内小中学校等の登下

校時の防犯パトロール等に４人の雇用、合わせ

て新たに 13 人の雇用創出を 660 万円の事業委

託ということで、シルバー人材センターに委託

を予定しております。

　そういうことで、新たな雇用を生みたいとい

うふうな政策でございます。

　それと、側面からの支援でございますが、企

業の経営支援ということで、従来から商工業の

資金補償料補助制度がございます。多数の事業

所の方が経営安定支援の融資を利用されており

まして、それの借り入れにかかる補償料の２分

の１を補助しているという制度もございます。

これについては、事業所の存続が大事なことだ

という側面からの支援でありますが、労働の一

端を担っているのかなというふうに思っており

ますので、よろしくお願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　20 番　杉本平治議員

○ 20 番（杉本平治議員）　担当課長からの説

明を受けました。この点につきましては、今、

一地方自治体の問題ではなしに、日本全体の問

題になりつつあると私は考えております。100

年に１度の財政危機、雇用危機という中での位

置付けでございます。

　国の方は、この点につきまして、具体的にい

ろんな対応策をとっております。一般質問にも

この点につきまして再質問をいたしたいと思い
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ますが、今、課長から言われました総勢新たに

13 人の雇用の確保を行ったという数字が出さ

れました。相対的に、まだまだ潜在している雇

用から離れざるを得ない町民の方々がおられる

と思います。そういう面につきまして、積極的

に中能登町として、そういう方々に対しての要

望を聞いて対策を考えていただきたいと思うわ

けであります。

　それでは、次の項目に移りたいと思います。

よろしくお願いいたします。

　同じく議案第 35 号でございます。一般会計

の６款農林水産業費、県営土地改良事業でござ

います。金額は 530 万円でございます。

　私は、この金額の多少でなく、今回、町長並

びに担当課長にお願いいたしたいのは、中能登

町の土地改良事業というのはどのように現在な

っておるのか。今後、町長は中能登町の水田の

土地改良というものをどのように仕上げようと

しているのか、それをお聞きいたしたいと思い

ます。議案に出ているのは、下井田地区の 23

ヘクタール、23 町歩を予定していると聞いて

おります。

　一昨日、上井田へ行って、私、水田を耕作し

ている人の畦草刈りをしている方に聞きました

ら、私たちもこの土地を大型化して作り易いの

にしたい。そういう希望を私に言っておられま

した。総論は総体的には賛成なんですが、いざ

同意の判子を貰う時点になりますと、なかなか

この同意の判子が貰えないという実態を言われ

ておりました。

　去年の 12 月に町長を先頭にして、山田県議

も同席願いまして、県へ土地改良について陳情

に行ってまいりました。その時に谷本知事がこ

のように言ったのです。

　「町長、中能登町は次から次へと土地改良の

問題点の要望を持ってくるが、まだどれだけあ

りますか」ということです。

　私は、そういう点につきまして、農林予算だ

けでなく、国の予算は段々そういう面の縮小が

これからされていく。そういう中で、今、残っ

ている水田、幸いにして下井田地区は 23 町歩

をほ場整備されるということで予算化されまし

た。いいことだと思うんです。あと、どのよう

に残った所が面積的にあるのか。それらについ

てパーセンテージでお示し願いたい。それから

一回聞いたことがあるんですが、耕作不能地と

してどうにもならない面積というのは、聞いた

時、中能登町全体の中で４％という数字を出さ

れました。この４％は、現在も変わりないのか。

増えつつあるのかどうか。この２点についてお

聞きいたしたいと思います。

　町長には、これからの中能登町の農業を考え

た場合、土地改良についてどう積極的に取組ん

でいこうと考えているのか。これについて町長

の見解を求めたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

　　〔杉本栄蔵町長登壇〕

○杉本栄蔵町長　土地改良ほ場整備につきまし

ては、町長に就任させていただいて以来、ずっ

と進めてきたところでございます。そういう中

で、今年は、上区の暗渠、また羽坂、西馬場、

来年度はおかげ様で下井田もほ場整備をさせて

いただくことになっております。

　また、その他の芹川、久乃木、上井田等、実

施していない所につきましてもお願いをして汎

用化をしてほしいということでお話をしている

ところでございます。

　今、言われましたように、段々いろんな政策

の中で、予算も少なくなってきているのが現実

であります。県におきましても、「何故、中能

登町ばかりなんだ」というような話も出ている

ことも現実であります。20 年度にいたしまし

ても、中能登町が３箇所、他の所が１箇所とい

うようなことでありますけれども、やはりこれ

からもしていない所も進めていきたいと。田ん

ぼはやはり汎用化をして大きくして作り易いと

いうことをこれからも積極的に進めてまいりた

いと思っております。詳細につきましては、課

長の方から答弁させますのでよろしくお願いい

たします。



－ 12 －

○議長（藤本一義議員）　表農林課長

　　〔表辰祐農林課長登壇〕

○表辰祐農林課長　杉本議員の質問にお答えい

たします。

　ほ場整備の未整備地区の進捗につきまして

は、未整備地区の区長さん並びに生産組合長さ

ん方、11 地区の方々に、ほ場整備事業推進協

議会を組織して情報を交換、それから地区の中

で説明会あるいは先進地視察等の要望が出てき

たときには、すみやかに対応するというような

ことで行ってきております。

　そうした中で、平成 19 年度には東馬場地区

が新規採択をされ、20 年度には滝尾南部地区、

そして今年度には西馬場と羽坂地区、能登部上

の土地総合整備事業が採択をされたわけでござ

いますが、今ほど言いましたように、残りの

11 集落。地区数では 10 地区でございますが、

区長さん、生産組合長さん方のご意見を拝聴し

ますと、まだ来年度以降、下井田地区に続いて

地区が合意をして申請をするような状況になっ

ているところは、ただいまのところありません。

　私たちは、いつでもそういう状況になれば、

すぐ県の担当課と一緒になっていく用意はでき

ているわけでございますが、区長さんの方で現

在のところ、そのような状況であるということ

ですので、気運が高まるのを待っております。

　残りの整備のところの率をおっしゃいました

ので申し上げますが、中能登町のほ場整備の実

施率は、残念ながら石川県下 19 市町のうち 18

番目でございます。一番低いのが金沢市近郊の

小さな町で都市化されている所の町でございま

すので、そこは人口５万人の町でございますが、

地区の特殊性といいますか、そこは仕方がない

としましても、次が残念ながら中能登町。平成

20 年度の３月末の整備率は、中能登町が 68.3%

でございます。石川県平均が 88.7%。この中に

は、加賀地区の方で川北町が 100%、そして加

賀市が 98%というようなすごい先進的な所も

含めまして、あるいは奥能登地区では輪島市が

98%、能登町も 98%なんですが、そういう高い

率に比べて中能登地域が残念ながら低うござい

ます。中能登地区の平均が 78.4%、その中でも

当町が 68.3%と一番低いわけでございますが、

先ほど言いましたように合併以来、東馬場、滝

尾南部、西馬場、羽坂、そして今、下井田が仮

に来年度採択をされて、それが完了しますと

83%にまで上がるということで、県の平均に近

づくわけでございますので、あと１、２年の間

に先ほど言いました未整備地区 10 箇所につい

て少しでも早く気運が高まるようにやっていき

たいと思いますので、ご理解をお願いいたしま

す。

○議長（藤本一義議員）　20 番　杉本平治議員

○ 20 番（杉本平治議員）　ただいま、町長及

び担当課長から答弁をいただきました。

　この問題につきましては、行政が指導して行

うものでございません。地域の方々の賛成がな

ければ、この事業に取組むわけにはいかないと

思います。そういう事業でございます。

　予算的には、町長は世間的にこれからも取組

んでいく、そういう姿勢を示されました。そう

しますと、残りの地域につきまして、どう同意

を得て進めていくかが大きなネックになると思

うのでございます。

　私は、そういう点につきまして、町として具

体的に進めていくという方策というものを考え

ていく必要があろうかと思うわけであります。

　私の住んでいる能登部上、旧の鹿西町におき

まして、本当に早く 25 町５反のほ場整備を行

いました。その時に、私たち、今、羽咋市にな

っております神子原へ行ってまいりました。神

子原は、あの急な山坂にある水田を３反歩ほ場

整備したんです。そのてっぺんに地権者の方々

全員寄っていただきまして、この山坂の急な神

子原が３反歩のほ場整備をしている。法は大変

強いです。それでも行った。経費は１反歩 300

万円を予定したそうでございます。能登部上は

その時 100 万円ということを町から言われまし

た。３倍の経費をかけても神子原は土地改良を

行ったのです。現在、あの地域は、神子原米と
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いうブランドで全国に発信しております。価格

的にも名前で売れている米を地域が持っている

わけであります。　

　私は、それを考えますと、この今残っている

中能登町の地域におきましても、勾配の強い所

はあるかもしれませんが、あの神子原から見れ

ばまだまだ緩やかであると思うんです。そうい

う中で、町長を初め、担当課はその地域だけの

問題にとらわれず町の大事な土地を再生してい

く必要があるという信念でもって、是非とも地

域の方々と語り合っていただきたい。幸いにし

て推進協議会も設置されているそうでございま

すから、これからも積極的に土地改良事業につ

いて進めていくことを強く要望いたしまして、

今議会に対しての質問を終わりたいと思いま

す。

○議長（藤本一義議員）　次に、同じく議案第

35 号　平成 21 年度中能登町一般会計補正予算

について質疑を許します。歳出の社会教育費に

ついて、議案書は 19 ページとなります。

　３番　諏訪良一議員

　　〔３番（諏訪良一議員）登壇〕

○３番（諏訪良一議員）　議案書の 19 ページ、

議案第 35 号　10 款教育費２目の文化財保護事

業費補助金。内容は、石動山北信越交流会補助

金の 34 万 7,000 円について質問したいと思い

ます。

　平成 17 年に「鹿島郷土史研究会」の方々が

主体となって、「石動山との絆を語る会」を立

ち上げ、これまでに計４回開催されています。

講師による講話や会員による研究成果の発表な

どを中心とした参加者との交流が持たれてきて

おります。

　今回、石動山北信越交流会に計上されていま

すが、交流会の開催、趣旨、交流会の内容、交

流会の継続性などについてお尋ねしたいと思い

ます。

○議長（藤本一義議員）　堀内教育文化課長

　　〔堀内浩一教育文化課長登壇〕

○堀内浩一教育文化課長　諏訪議員からご質問

がありました、石動山北信越交流会についてお

答えいたします。

　まず、交流会の開催趣旨についてでございま

す。県営能登歴史公園石動山地区の指定管理者

として、平成 19 年度より中能登町が受託して

管理を行っている状況でございます。そのよう

な状況の中で、石動山の歴史的、自然的特徴や

その重要性、素晴らしさを広く県民に紹介して

利用促進を図ることが県からも求められており

ます。

　このため、この石動山北信越交流会を開催す

ることにより、石川県民のみならず、古くから

繋がりを持つ富山県氷見市の方々、それから県

外の伊須流岐比古神社の分社とか、関連社の関

係の方々にも紹介して、石動山や能登歴史公園

を広く紹介して広域交流を図るなど、利用促進

を図る一環として開催するものでございます。

　今ほど、郷土史研究会で絆を語る会が開催さ

れるというお話をされましたが、そのようなこ

とも一つの基礎的なものとして、この北信越交

流会を開催したいというふうに考えておりま

す。

　主催につきましては、石動山北信越交流会と

いう実行委員会を作って、その中心母体として

は、今ほどお話されたような中能登町郷土史研

究会の会員の方々を予定しております。

　次、交流会の内容についてでございます。期

日は現在のところ９月６日を予定しておりま

す。場所は大宮坊と歴史公園内を主会場に考え

ております。

　具体的な内容でございますが、ガイドによる

歴史公園等の現地の案内、それから中能登町の

地の材料を使った簡単な食事の提供。そして講

演の３つを主な内容として考えています。

　比較的、年配者の参加が多いと考えられます

ので、送迎バスの運行も予定しております。

　講演につきましては、石動山に家を持って、

岩手県で開業医として活躍されている岩動孝

家、岩動家というものがございます。そこの関

係者の方を講師に迎えて石動山との古くからの
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絆を主題として、講演していただく予定にして

おります。

　来場者数については、100 人程度を見込んで

おります。

　交流会の継続性についてでございます。この

交流会が一回限りの単発で終わってしまって

は、その効果は薄いと考えております。一定程

度の継続は必要と考えております。

　また、歴史公園の指定管理者として利用促進

策の上でも、今後もこのようなイベント的なも

のは求め続けられると考えています。

　なお、次年度以降の内容については、今年度

の実績を見て検討していきたいと考えておりま

す。

　なお、ちなみに、県のホームページでその指

定管理者の管理状況に対する評価が公表されて

おります。それに中能登町が受託者となってお

りますので、それに応えていくためにも歴史公

園という特殊性を鑑みたイベントを行っていか

なければならないというふうに考えておりま

す。

○議長（藤本一義議員）　３番　諏訪良一議員

○３番（諏訪良一議員）　今ほど、交流会の内

容、あるいは集める人の数、継続性といったよ

うなものの答弁があったわけですけれども、岩

手県あたりから講師をお招きする。あるいは今

年の実績を見て来年度を考える。というような

ことから見ていきましても、やはりいろんなＰ

Ｒの手段を持って 100 人以上は参集していただ

くというような気構えでスタートしていただき

たい。どちらかと言うと、石動山でのイベント

は、地元よりもむしろ富山県あたりの人が多い

ような傾向にあります。この点を含みながら、

しっかりと取組んでいただきたいということを

お願いします。

○議長（藤本一義議員）　以上で、通告による

質疑を終結いたします。

　ここで、委員会付託表を配付いたしますので、

暫時休憩いたします。

午前 11 時 40 分　休憩

午前 11 時 41 分　再開

○議長（藤本一義議員）　再開いたします。

　日程第２　常任委員会付託

　お諮りいたします。

　ただいま、議題となっております議案第 33

号から議案第 37 号までの議案５件、及び請願

第１号から請願第３号までの請願３件、陳情第

２号の陳情１件につきましては、会議規則内

39 条の規定により、お手元に配付いたしまし

た議案及び請願等付託表のとおり、それぞれの

所管の常任委員会に付託したいと思います。

　これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　よって、議案及び請願等付託表のとおり、各

常任委員会へ付託することに決定いたしまし

た。

　◎休会決定の件

○議長（藤本一義議員）　日程第３　休会決定

の件について、議題といたします。

　お諮りいたします。

　各常任委員会審査などのため、６月 12 日か

ら６月 17 日までの６日間、休会といたしたい

と思います。

　これに、ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

よって６月 12 日から６月 17 日までの６日間、

休会とすることに決定いたしました。

　◎散　　会

○議長（藤本一義議員）　以上で、本日の日程

は終了いたしました。本日は、これをもって散

会いたします。ご苦労様でした。

午前 11 時 43 分　散会
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午前 10 時 00 分 開議

　◎開  　議

○議長（藤本一義議員）　おはようございます。

　ただいまの出席議員数は、19 名です。定足

数に達しておりますので、本日の会議を開きま

す。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

す。

　◎一般資問

○議長（藤本一義議員）　日程第１　一般質問

　これより、一般質問を行います。

　あらかじめ申し上げておきます。一般質問に

ついての各議員の持ち時間は、１時間でありま

すので、守っていただくようお願いいたします。

執行部におかれましては、的確な答弁をお願い

いたします。

　それでは通告順に質問を許します。

　３番　諏訪良一議員

　　〔３番（諏訪良一議員）登壇〕　

○３番（諏訪良一議員）　おはようございます。

２件について一般質問をしたいと思います。

　最初に、公園等管理の奉仕活動に対する支援

策についてであります。町には、公園と呼ばれ

ているものが 34 箇所あるそうです。今後、行

財政改革を更に断行していくに伴い、公共性が

高く、規模の大きな公園については町の管理と

なるも、地域性が高く規模の小さい公園にあっ

ては、地域の方々に委ねざるを得なくなるので

はないかと推測します。町から提出されている

公園など管理の一覧表を参照すると、単なる項

目のみで詳細な管理状況については全く記載さ

れていません。問題提起の一例として、井田の

「不動滝を護る会」の会員による取組状況につ

いて申し上げたいと思います。

　不動滝への昇り口から滝に至るまでの道路の

草刈りは当然ですが、建屋に塗布する防腐剤、

あるいはトイレットペーパー並びに洗浄剤等、

薬品及び清掃用具にいたるまでの購入は全て会

員の会計で賄われており、このような献身的な

奉仕活動が行われていることに、おそらく職員

の目が届いていないのではないかと思います。

このような有り様では、今後永きにわたり、奉

仕活動を継続していく上での大きなネックにな

るのではないかと懸念するものです。それぞれ

の公園で地域の方々によって現在どのような管

理が行われているかをつぶさに掌握し、現物な

どの支給を今後考慮すべく必要が生じてくるの

ではないかと思いますがいかがお考えでしょう

か。これらのことを踏まえまして、公園別管理

の取組み状況の掌握について。今後の在り方と

支援策について。担当業務の一元化について。

現在は７つの課に所管されて業務が分散してお

ります。そういうことを踏まえまして、業務の

一元化についてお尋ねしたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

　　〔杉本栄蔵町長登壇〕

○杉本栄蔵町長　皆さん、おはようございます。

諏訪議員の質問にお答えします。

　公園別管理の取組み状況についてであります

が、古墳公園とりや、レクトピアパーク、運動

公園、アッピー広場等、町内外の不特定多数の

人が利用する大規模な公園については、専門業

者に芝、樹木などの維持管理作業を委託いたし

ております。

　また、芝のない利用者が地区内の人に限定さ

れる小公園については、除草などの維持管理を

以前より地元地区にお願いしており、集落より

離れたところにある小規模な公園は、町職員が

直接除草管理をしております。

　また、町管理の公園の芝、樹木管理等の業務

委託については監理課で取りまとめ、一括して

入札を行い経費の節減に努めているところであ

ります。

　今後の管理の在り方と支援策についてであり

ますが、各種スポーツ大会やイベントが行われ

る公共性の高い大規模な公園と、地区内の人が

利用する地域性の高い公園の区分を明確にし、

地域性の高いものについては地区管理へ移行
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し、芝、樹木等の管理などの必要経費について

は、町で助成していきたいと思っております。

　今年度から鹿西地区の金丸中央公園、金丸つ

どいの広場、ゆうあいパーク、下出公園、能登

部上公園の５つの施設について芝と樹木の維持

管理を地元の区へ管理委託いたしました。

　また、公共施設に付帯した芝、樹木管理につ

いても業者委託から職員管理やシルバー委託に

移行する予定であります。

　また、担当業務の一元化につきましては、現

在使用目的ごとに所管を分けて管理しておりま

すが、今後は利用者の利便性と経費節減の観点

から、組織機構の見直しの中で管理の一元化に

ついて検討してまいりたいと考えておりますの

でよろしくお願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　諏訪良一議員

○３番（諏訪良一議員）　専門業者に任せてあ

る大きな公園につきまして、現在それぞれの所

管の課で入札が行われているようですけれど

も、このあたりを今後どのようにお考えか。そ

れともう一つは、地区の方々にお願いしていく

ような管理につきまして、ただ単なる草取り程

度なら労務だけですけれども、問題は、公園等

を管理する上で、現物支給を必要とする地区も

あろうかと思います。例えば、いま、事例を申

し上げました不動滝の場合ですと、いろいろな

薬品、資材等が自分たちの経費で賄っておられ

る。このあたりをどのようにお考えか、答弁が

なかったように思いますので答えていただきた

いと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　大きな公園につきましては、

いま、一括して入礼いたしております。

　また、いま、議員から言われました不動滝や

いろんな地区にお任せしてある施設につきまし

ては、労務の他、かかる経費につきましては、

これからお話しながら現物支給もあり、またお

金であげるものもあり、これから掌握しながら

進めてまいりたいと思っております。

○議長（藤本一義議員）　諏訪良一議員

○３番（諏訪良一議員）　現物支給あたりをさ

れるときには、職員の方々が常日頃、その組織、

あるいは集落がどのような取組みをなされてい

るのか、このあたりをつぶさに掌握して対応し

ていただきたい。ただ単なる請求されて支給す

るというのではなくて、実態を把握して対応し

ていただきたいということをお願いします。

　次に、石動山に関わる標識など、整備につい

てであります。

　地域の活性化と交流人口の拡大を目指して

「ほっといしかわ旅ネット」あるいは町のホー

ムページなどで町内外や県外に向けての石動山

の情報発進が功を奏してか、昨年の石動山への

入り組み数は１万 9,000 人弱で、うち大宮坊へ

の入館者は5,740人と町で調査しておりますが、

共に年々増加の傾向にあるようです。

　また、ごく最近の話題として、ＮＨＫ大河ド

ラマ「天地人」の放送効果が石動山にも反映し

たのか、石動山の城跡を訪ねてくる人もあるよ

うです。ところが、初めて訪ねて来た人は異口

同音、開口一番「石動山は分かりにくいですね」

と言われるそうです。その要因として自分なり

に考えるのは、旧国道 159 号線の二宮からの登

り口が１箇所のみ、当時はそれで良かったんで

すが、最近は鹿島バイパスや林道城石線及びＫ

－１号線などの開通に伴い、登り口が数箇所に

も及んでおります。このことが第１点。

　２つ目には、林道城石線はまだカーナビには

入っておりません。以上などが挙げられるので

はないかと思っております。

　いずれにしましても、初めて訪れて、おいで

る人も難なく目的地に到達できるような道路標

識の整備、何本か立っておりますけれども、そ

れでは十分ではまだまだないと思います。

　また、相乗効果が表れるような道路標識の設

置、つまり石動山と七尾城址へ、七尾城址から

石動山へ。これは七尾城址に関係する方々と石

動山に関係する方が交流を持っておりますが、

その中から出ている声でもあるわけです。

　また、石動山ユリ、あるいは山シャクヤク、
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雪割草など貴重な植物が心ない人たちに持ち去

られ、群生地が荒廃されております。特に稀少

種の石動山ならではの植物が絶滅の危機に晒さ

れており、これらの被害を未然に防止するよう

な警告板の設置。それから合併前に設置されて

おりましたが、大きな立体型の歴史公園の総合

案内板などの設置が不可欠と思っております。

国指定史跡であるが故に、標識や看板などの設

置については、その設置場所、大きさ、標示の

内容などに何らかの規制があろうと思います

が、この点は関係機関と協議の上、規制に反し

ない範囲内で最も適当な場所で、しかも当を得

た標識などの整備及び設置が切望されているの

です。これらのことを踏まえまして、登山口か

ら頂上までの道路の標識について、稀少植物の

不法採取に対する防止看板について、歴史公園

の大きな総合案内板あるいは平面の模型による

案内板等を設置してはということでお尋ねしま

す。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　石動山に関わる標識等の整備

についての質問にお答えいたします。

　まず登山口から頂上までの道路標識について

のご質問であります。

　林道城石線の完成により、芹川方面からや氷

見方面、そして七尾市の多根方面からと、石動

山へのルートが増えて、これが主要なルートに

なっております。町といたしましては、石動山

への主要なルートは、林道城石線の利用がスム

ーズで安全、かつ短時間で行けると考えて、除

雪などの対応をとっております。古い歴史を持

つ二宮からのルートにつきましては、県所管の

林道であり、幅員も狭く危険であるため、あく

までも徒歩での登山ルートとして利用していた

だければと思っております。

　なお、城石線を過ぎて、石動山集落あたりか

ら石動山頂上へ至る山頂については、ルートも

いろいろあり、初めて石動山を訪れる人にとっ

ては、どの道を行けばよいのか分からなかった

り、また道に迷うこともあるかと思います。こ

のため今後は、適切な場所に標識を設置して、

安心して楽しく石動山を訪れることができるよ

うにしたいと思いますので、どうかよろしくお

願いいたします。

　また、稀少植物の不法採取に対する防止看板

ということであります。

　石動山には、石動山ユリや雪割草、行者ニン

ニク、わさび、ブナなど貴重な植物が沢山あり

ます。心ない人が不法に持ち去る事件が起きて

いることは、非常に憂慮すべきことであり、防

止看板の設置などを含めて対策が必要であると

考えております。

　しかし、看板は設置方法によっては逆効果と

なり、かえって不法採取を助長する結果となっ

たとの事例も聞いておりますので、地元でのこ

れらの植物の保護に当たっていらっしゃる方と

よく協議をして、適切な方法を講じてまいりた

いと考えております。

　また、石動山の歴史公園の総合案内板につい

ては必要なものと考えております。公園の設置

者である県は、設置を計画しておりますけれど

も、しかし、現在完成している部分は、全体

41.3ha のうち 5.9ha と２割にも達していません

ので、総合案内看板の具体的な設置時期は明ら

かにされておりません。

　しかし、全体の完成を待っていたのでは、い

つになるのか分からない面もありますので、完

成しなくても一定の段階で総合案内板の設置を

県に働きかけて、理解を求めていきたいと考え

ております。どうかご理解をいただきたいと思

います。

　また、城山、石動山、いろんな歴史を結ぶ線

につきましても、今年、宝達以北の首長で国土

交通省の能登観光源として認められたという

か、指定をされました。そういう中で歴史の道、

あるいはいろんな面で観光ルートを作っている

最中でございます。そういう中でそれらを含め

て国分寺、あるいは七尾城、そして石動山、で

きれば雨の宮古墳、そういうところのルートも

作ってまいりたい。そして皆さんに知っていた
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だきたいと思っているところでございます。よ

ろしくお願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　諏訪良一議員

○３番（諏訪良一議員）　旧二宮の登り口から

の道路ですけれども、頂上まで何キロといって

標示してある標識板が２本か３本あるんです

が、それが自分らの背丈以上ぐらいに伸びた草

が覆い被さっておりまして、車が走るのにも大

変危険な状態にあります。このあたりをこれか

らどのようにお考えですか。どんな立派な標識、

標柱を立てられるにしても、林道城石線のよう

な場合なら、どこからでも見える状態にあるん

ですが、二宮口からの道路ですと非常に危険な

状態になっております。標識が見えるような対

策をとっていただきたいと思うのですが、この

点が１点です。

　それからもう一つには、稀少植物の名前を発

表しなかったのも、今ほど町長の答弁にありま

した、知らない人に知恵を与えるような形にな

ろうかと思いまして、名前を伏せたわけです

が、当然、設置場所には相当の配慮が必要かと

思います。群生地の真ん中に立てていたのでは、

益々危険性が出てくるのではなかろうかと思い

ます。

　それからもう１点、この七尾城址の方からの

相乗効果を出すときに立てる標識については、

今後、七尾市との連携のもとで適正な場所、内

容等を検討していただきたいと思うのですが、

この点についても伺います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　二宮から上る林道につきまし

ては、県の管轄、そして町の管轄と分かれてお

ります。そういう中で、これから県と十分協議

をさせていただきまして、分かりやすい標識を

立てればいいのか、また雑草の生える所は下刈

りもしなければならないと思っておりますので

整備をしていきたいと思っております。

　また、いま、お話にありました稀少植物につ

きましては、二宮の区をはじめ、護る会、いろ

んな方々で作っていただいたり、また囲ってい

ただいたり、また他の所に移していただいてお

ります。私も何回か登ってお話をさせていただ

いておりますが、残念ながら新聞にも大きく載

っておったように不法採取される方がおり、大

変残念に思っております。そういう中で、これ

から見回りすればいいのか、どうすればいいの

か、これから町の宝として護っていきたいと思

っております。

　いま、お話にありました七尾城と石動山のル

ートにつきましては、観光圏、そして当然、七

尾市と話をさせていただいて、七尾城へ行き、

また石動山へ来ていただくルート、分かりやす

い看板も作ってまいりたいと思っております。

○議長（藤本一義議員）　諏訪良一議員

○３番（諏訪良一議員）　先般、新聞でも報道

されましたけれども、石動山を護る会の方々が

不法採取に向けての巡回をなさっておられます

けれども、このことについて町からの依頼の言

葉とかがこれからあるのか、既にされているの

か、この点についてもお聞きしたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　石動山を護る会の方々につき

ましては、地元だけではなく、全国から会員を

募っておりまして、私もその会員の１人として

入っております。そういう中で、毎年総会が開

かれまして、いろんな要望もあったり、またこ

れからどうすれば石動山を護っていくことがで

きるかという熱い議論をしておられます。そう

いう中で、石動山を護る会の方々が自主的にパ

トロールをしていただいたり、また、ユリなど

他で育てて元へ戻すような活動もしていただい

ております。これからも連携を密にして、よく

なるよう話をさせていただき、そして環境をよ

くしていきたいと思っております。

○議長（藤本一義議員）　諏訪良一議員

○３番（諏訪良一議員）　公園をきれいに管理

することは、大変困難なことだと思うんですが、

公園がある以上はそれが当たり前ではなかろう

かと思います。そんなことから適正な配慮をお

願いして質問を終わりたいと思います。
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○議長（藤本一義議員）　次に、７番　甲部昭

夫議員

　　〔７番（甲部昭夫議員）登壇〕　

○７番（甲部昭夫議員）　今回の議会において、

私は２つの質問をしたいと思います。

　まず、当町におけるインフルエンザ対策につ

いてであります。メキシコで数多くの死者を出

した新型インフルエンザの発生に端を発し、い

まや世界中を感染の渦に巻き込んで、その広が

りが日に日に増大いたしております。わが国に

おいてもいち早く新型インフルエンザの進入を

阻止すべく水際作戦を実施したものの、５月９

日にカナダから米国経由で帰国した大阪の高校

生等３人が、国内で初めての新型インフルエン

ザに感染していたと厚生労働省が発表いたしま

した。この時の新聞報道によりますと、５月９

日現在の感染者の数は 29 カ国 3,452 人となっ

ておりましたが、６月 12 日のＮＨＫのニュー

スによりますと、76 カ国で感染者の数が２万

8,000 人を超えたと。ＷＨＯが新型インフルエ

ンザの感染レベルをフェーズ５から６に上げた

と報じておりました。また、この日本国内の感

染者も 500 人を超えていると聞いております。

感染レベル６といいますと、世界的大流行とい

うことだそうでございますが、これは人から人

への感染が更に広まるということであり、非常

に心配な状況だと思います。

　そこで、杉本町長にお尋ねいたします。６月

９日の新聞報道ですが、新型インフルエンザ対

策で石川県が設けている発熱相談センターの相

談累計は、６月８日現在、5,149 件となってお

ります。中能登町では今のところ感染者の発生

についての情報はありませんが、これまでに新

型インフルエンザの対策をどのようにしてこら

れたのか、中能登町の告知端末で連日町民への

呼びかけをしておりますが、当町における感染

状況、あるいは発熱による新型インフルエンザ

の感染を疑い、保健所や発熱相談センターなど

に受診に来られた方がいたのか、お分かりなら

教えていただきたいと思います。

　更に、今後どのような対策を考えておいでに

なるでしょうか。具体的なご説明をお願い申し

上げます。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　甲部議員の質問にお答えいた

します。

　新型インフルエンザ対策につきましては、世

界保健機構が去る６月 12 日に、世界的に感染

が拡大している状況を踏まえ、警戒レベルをフ

ェーズ５から６に引き上げたことは、皆様方も

ご承知のとおりでございます。

　中能登町といたしましても、去る５月 16 日

の国内発生と同時に「新型インフルエンザ対策

本部」を設置し、連絡体制の強化と感染予防の

周知を図っているところであります。

　また、対策会議を数回にわたり開催し、各部

局の役割分担や連絡体制の確認及び今後の状況

に応じた対応について協議をしているところで

もあります。

　特に、町民の皆様への啓蒙普及につきまして

は、広報やホームページ、ケーブルテレビ及び

音声告知端末、そして全戸配布のチラシなどの

媒体を最大限利用し、情報の提供と感染予防の

徹底を図っております。

　次に、中能登町における感染の状況について

でありますが、いまのところ感染の報告はあり

ませんが、今後、そのような状況になりまして

も、町民の皆様には感染予防の周知と冷静な行

動をお願いしていきたいと考えております。

　また、今後の対応につきましては、関係機関

との連携を密にしながら情報の収集と的確な情

報提供に努めていきたいと考えております。

　同時に、秋以降にも強毒性インフルエンザの

流行が予想されますので、今回の対策を再検討

するとともに、より充実した対策への構築に努

め、今年度に策定を予定しております、新型イ

ンフルエンザ行動計画にも反映していきたいと

思っております。

○議長（藤本一義議員）　甲部昭夫議員

○７番（甲部昭夫議員）　いずれにいたしまし
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ても、６月 12 日から 14 日までに、連日新聞報

道されましたインフルエンザ関係は、いずれも

新型インフルエンザがフェーズ６に格上げし、

世界的大流行を宣言されたことがＷＨＯの機関

より発表されております。町長の答弁では、幸

い、中能登町では影響がほとんどなかったとの

説明であり、安心いたしておりますが、６月

14 日の新聞報道では半年以内、早ければ数週

間以内に日本で大規模な感染拡大が必ず起きる

と警告もいたしております。町民の方々も大変

不安に思っていることだと思いますが、世界の

国々を巻き込んで感染しているこのインフルエ

ンザが一日も早く収まり、安全で安心な環境で

人間が暮らせることを願いつつこの質問を終わ

りたいと思います。

　続いて、次の質問は、５号排水路、７号排水

路の改修計画についてお聞きいたします。

　６月に入り、梅雨の季節になりました。毎年

この梅雨の時期になると、全国のどこかで必ず

といっていいほど水の被害が出て話題になるこ

とがあります。

　中能登町においても、毎年といっていいほど、

各地域に水の被害が報告されているのも事実で

す。特に、旧鹿西地区で鹿西高校付近の増水に

より、この周辺の道路が車両通行止めという現

状になるということも皆さんもご承知のことと

思います。

　今回私の質問は、５号排水路、７号排水路の

改修工事についてでありますが、21 年度の予

算の中で、この排水路の改修についての説明を

受けた中で、改修についての調査費的な予算が

計上されておりますが、この５号排水路、７号

排水路は東馬場地区や小竹地区より流れ出る水

が、この排水路に流れて長曽川に排水されるも

のであります。

　調査によりますと、５号排水路は川幅 5.2 メ

ートル、７号排水路は 2.2 メートルと聞いてお

ります。特に護岸の高さを左右比較しますと、

若草団地側が低いとのことであります。最近の

雨の降り方も昔と違ってゲリラ型であり、上流

においての水路の改修もあってか、一時的に急

激な水が流れてくるものであります。その状況

に耐えられず、若草団地へ流れ込む状況でござ

います。

　昨年の７月８日だったと思いますが、若草地

区で床下浸水の被害が出ており、当局もその対

応に追われたことも記憶に新しいものだと思い

ますが、この排水路の改修問題については、議

会の産業建設常任委員会でも現地確認をして、

町担当課より説明を受けられたことは議会の委

員会報告で聞いております。この排水路の氾濫

については、若草地区から毎年のように改修要

望が出ており、一刻も早く改修をして水害から

の不安を解消することを望んでおります。

　そこで町長にお聞きいたしますが、この排水

路の改修計画は今後どのようなプロセスで進ん

でいくものかお聞きしたいと思いますので答弁

を願います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　邑知地溝帯５号排水路、及び

７号排水路につきましては、今議会で補正予算

をお願いいたしておりますが、来年度、県営事

業の新規採択を受けるために必要な事業計画書

を策定するための委託料でございます。

　現在の状況は、ご存知のとおり石積み護岸で

底打ちがなく、近年のゲリラ豪雨時には、たび

たび護岸から越流する事態となっております。

　また、昨年 12 月 19 日に、関係する 10 地区

の代表者会議を開催し、以来、数回にわたって

協議を行っているところでございます。

　また、産業建設常任委員会におかれましても、

去る４月 28 日に現地を確認されました。

　全体的な改修計画は、これから地元の皆さん

と協議をして決定していくことになりますが、

原案といいますかたたき台といいますか、県が

示しているのはＬ型フリュームや底打ちコンク

リートの施工、不要な堰の除去などを行い、流

れをスムーズにして長曽川に排出する計画であ

ります。

　今後とも、地元の意見をよくお聞きしながら、
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積極的に進めていきたいと思っておりますので

ご協力お願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　甲部昭夫議員

○７番（甲部昭夫議員）　ただいま、町長の答

弁でもお話がございましたように、地元の方と

の話し合いも大事だということでございまし

た。私もこの件に関しては、地元の方々の同意

を求めなくてはならないと思いますが、６月９

日に上区会館でその説明会があったそうです

が、反応としてはどのように受け止めておられ

るのか担当課長にお聞きしたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　表農林課長

　　〔表辰祐農林課長登壇〕

○表辰祐農林課長　地元説明会の直近の６月９

日の会合での話し合い、どのような話し合いが

あったかというふうなご質問であったと思いま

すが、東馬場のほ場整備事業が平成 19 年度に

採択をされました。それから滝尾南部地区が今

年度採択をされておりますが、その両ほ場整備

事業の進捗状況によって、あるいはこれが完成

した時の５号、７号排水路に与える影響、これ

は流速が大変早くなるのではないかと懸念をさ

れているわけでございます。従いまして、６月

９日の説明会の席上では、両ほ場整備事業で予

定されている排水の計画図面をその場で見なが

ら検討しなければ、いま、たたき台として示さ

れた、先ほど議員がおっしゃいました５号につ

いては川幅 5.2、、あるいは７号が 3.8 といった

ような、それだけを示されても検討ができない

というふうなことが第１点であったかと思われ

ます。これにつきましては、杉本議員さんも当

日おいでましたので、今月いっぱいにもう一度

そうした図面を準備しますので、再度それを見

て話し合いを行うということになりました。

　それから第２点目は、これは若草の町会長さ

んがおっしゃったことでございますが、５号排

水路の若草町会側に道路に沿って、高さ数十セ

ンチの擁壁を住宅区域の範囲に設営してもらえ

ないか。そうすれば万一越流するような雨量に

なった時にでも、それが防げるのではないかと

いうようなご要望でなかったかと思います。

　この意見につきましては、４月 28 日に、先

ほど町長も申されましたように、産業建設常任

委員会の方で現地確認をしていただきました。

その折にも、くしくも委員会の委員の皆さん方

のご意見が全くそのようなことであったかなと

思っております。

　ただ、その擁壁を設営するということは、現

在のところ来年度、県営の用排水施設整備事業

で新規採択をお願いするわけでございますが、

その事業では、ただいまのところ、県の審査会

では擁壁は補助対象の外であるというような見

解であるようでございます。

　ただ、どうしても議会の皆さんがおっしゃる

ように、あるいは町会長がおっしゃるように、

最後まで擁壁というものを要望されるとすれ

ば、それが補助対象外であった場合は、町費で

あれば設営できるのではないかというふうにも

読みとれますので、また最終的にそのようなこ

とであれば上司に判断をしていただきたいと思

っております。その時のポイントといいますか、

話し合いの要項は２つでなかったかなと思いま

す。

○議長（藤本一義議員）　甲部昭夫議員

○７番（甲部昭夫議員）　ただいま、課長の説

明でよく分かりましたけれども、いずれにして

も大きな事業であり、大変な紆余曲折があると

思いますが、地元としては念願の事業であり、

何とか一日も早くこれが完成できるように関係

者の努力を期待して私の質問を終わります。有

り難うございました。

○議長（藤本一義議員）　ここで、11 時まで暫

時休憩をいたします。

午前 10 時 50 分休憩

午前 11 時 00 分再開

○議長（藤本一義議員）　16 番　坂井幸雄議員

　　〔16 番（坂井幸雄議員）登壇〕　

○ 16 番（坂井幸雄議員）　それでは質問させ

ていただきます。
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　第１点目は、眉丈山のパイロットに関してで

ございます。この質問は、地域の住民の皆さん

方の、多くの方でないんですけれど、20 年も

経ったので、その後どうなっているかというこ

とでございましたので、一応質問させていただ

きます。

　平成 19 年の３月定例会にもこのような質問

をさせていただきましたけれど、いろいろと地

権者と開発業者の関係でごさいますので、なか

なか町長さんは答弁ということで絞ったわけで

ございます。

　今回も同じような質問でございますが、ただ、

その次の事に関して関係がございましたので、

再度質問の場に立たせていただいたわけでござ

います。

　平成元年から４年にかけて、大阪の開発業者

と地権者との間で進められた事業であります。

通常、瀬戸・花見月の眉丈山では 245ha あり

まして、その内の 65ha が土地や権利者が拘束

されておるわけでございますが、平成 19 年３

月の答弁以後どのような状態か、現状のままで

したら現状のままでいいんですけれど、地権者

に不利にならないような答弁をお願いしたいと

思います。

　それで、その次の事に関して関係がございま

したのでこの質問をさせていただいたわけでご

ざいますが、先般の産業建設委員長さんの報告

では、あの土地だと思うんですけれど、企業の

農業参入ということで話があったようでござい

ます。その後の結果は、委員会で審議されてお

られますが、私どもはまだ報告は聞いておりま

せんけれど、その農業参入はおそらく網にかか

ったパイロットの地面を指しているんではなか

ろうかということでございます。それ以後にも

いろいろと問題があろうかと思いますが、その

点どのような結果になったのかお教え願いたい

と思います。

　もう一つは、眉丈山山系で風力発電の立地の

調査が以前にあったのではなかろうかというこ

とでございます。エコの時代でございますので、

風力発電が立地できればいいんですけれど、こ

れも眉丈山山系でございますので、景色のいい

所にはなかなかそういうわけにいかないわけで

ございますが、その後どのような結果になって

いるのか、もしお聞きしていればお知らせ願い

たいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　眉丈が丘のパイロットについ

ての坂井議員の質問にお答えいたします。

　旧鳥屋町でのスポーツ・ハイランド事業とは、

平成元年から４年にかけて大阪の開発会社によ

り進められたもので、瀬戸地区、花見月地区の

合わせて 65ha にわたりゴルフコース、クラブ

ハウス、人工池、スポーツ施設などを建設して、

総合リゾート地として整備するというものであ

りました。しかしながら、時悪くバブルの崩壊

という経済状況に直面し、開発計画は中止とな

り、現在に至っております。

　坂井議員がお尋ねの開発会社と地権者との契

約状況についてでありますが、会社は現在、更

生管財人が管理をしていると聞いております。

　また、土地売買契約については、地権者と開

発会社との問題でありますので、町といたしま

しては関係いたしておりません。従って、今、

この件についてコメントする立場ではないと思

っておりますし、前回の質問の時と答えは同じ

かと思っております。

　次に、眉丈が丘に七尾市内の食品加工会社が

農業参入したいと希望しているので、対応して

もよいかと農林課長から申し出があったのが３

月 13 日でありました。

　私は、かねがね眉丈が丘のパイロット事業の

跡地については、何かよい利活用の方法はない

ものかと思っておりましたので、地域の農業振

興や雇用の確保、耕作放棄地の解消、あるいは

観光農園に結びついてくれればよいと思い、前

向きに検討せよという指示を出しました。

　３月 22 日には、花見月地区の地権者の説明

会が開催されまして、地権者の皆さんの賛同を

得たという報告も受けておりました。
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　また、３月 27 日には、会社の社長、開発部

長、農場長が挨拶に来られまして、現地にある

さく井の使用と冬期間の除雪の依頼を受けまし

た。私は、いずれにせよ石川北部ＲＤＦ広域処

理場から近いので、そちらの方からの利用もお

薦めもしたり、いろんな懇談もいたしました。

　４月 28 日には、町議会の産業建設常任委員

会に中間報告をさせていただきました。

　その後、農林課では企業はもとより、県の農

業政策課、経営対策課、それに中能登農林総合

事務所関係各課と８回にわたって協議を重ねて

きた結果を基に、６月８日に、私に最終の判断

を求めてきました。

　企業は 20ha 以上を現地で確保したいという

希望をもっておいでまして、面積は十分可能で

ありましたが、現地は草地としての利用が中止

されてから 10 年経過しており、到底現状のま

までは利用できる状態ではありません。

　企業が希望するような農業用水を完備した畑

地として基盤整備をするとなると、国・県の補

助を受け、そして企業からの負担金を差引いて

も、なお町の持ち出しが４億 6,000 万円程度の

事業費が不足するという見込みとなりました。

　これを町が負担することも、企業が負担する

こともあまりにも高額すぎることから、今回の

農業参入の一件は断念せざるを得ないと判断

し、企業へこの旨、返答させていただきました。

　６月 12 日の町議会の産業建設常任委員会に

も、この経過報告をいたしたところでございま

す。

　なにはともあれ、豊かな自然に恵まれた景勝

地でありますので、今後もいろいろな面での活

用に向けて努力していきたいと思っております

ので、ご理解をいただきたいと思います。

　また、眉丈山系での風力発電の立地調査につ

きましては、平成 17 年 10 月頃から東京の開発

業者が進めておりました。しかし、平成 19 年

８月に実施されました北陸電力の応募で抽選か

ら漏れたため、残念ながら建設が実現されなか

ったと聞いております。

　町といたしましては、眉丈が丘の広大な土地

がこのままで良いとは思っておりません。今後

とも利活用に向けて鋭意努力して参りたいと思

っておりますのでよろしくお願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　坂井幸雄議員

○ 16 番（坂井幸雄議員）　いろいろと大変な

金額の投資とか拘束とかありまして、この点は

これで終わります。

　２点目にいきます。学校関係についてでござ

いますが、自分の体験を踏まえて質問させてい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。

　先々の事柄なんですが、中能登町統合中学校

の開校に向けて皆さんが努力され、議会側も執

行部側も検討委員会を何回も積み重ねているわ

けでございますが、本当に先々の話ですが、教

育民生委員会で、ある高校を視察したときに、

大きな立派な学校を出ても中身が充実しなけれ

ばいけないということで、生徒の学力について

大変力を入れているという話がありました。い

ま、まさに中能登町もこれからの統合中学校に

向けて論議され、やがて場所が決定され進んで

いくと思います。

　そこで、先ほどのある高校の話ではございま

せんが、気力、体力、学力などを充実させてい

き、開校の時にはある程度の、現在よりは向上

したという面があればいいのではなかろうかと

思います。いろいろと人生には紆余曲折が多々

ありますが、現在の生徒たちが自分の希望、夢

に向かっての第一歩が、一般的には高校進学だ

と思います。技術面の専門学校へ行かれる人も

おいでますが、８割から９割以上が高校進学だ

と思います。

　そこで、鹿島、鹿西、鳥屋各中学校の卒業生

の進路状況をお聞かせ願いたいと思います。

　その次は全国体力テストの結果でございま

す。小学校、中学校の部活の効果が体力テスト

に出るわけでございますが、このことに関して

県の教育委員会は、児童生徒の運動能力調査の

結果については市町村別に結果を公表しており
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ます。県の教育委員会では、学校は弱点の克服

などに活用していただきたいということでござ

いますので、当町の学校では、何校もあります

が、大体平均してどれくらいの体力があるか教

育長さんにお聞かせ願いたいと思います。

　また、もう一つは、生徒数の減少で、なかな

かクラブ活動の団体競技などができなくなった

こともあろうかと思います。そこで、スポーツ

での仲間づくり、成長期の体力づくりが養われ

ると思いますので、減少ぎみの学童クラブなど、

どのようにお考えになっておられるかお聞かせ

願いたいと思います。

　その次に、全国の学力テストのことでござい

ます。全国の学力、学習状況調査の結果につい

て公表するか、しないかという点でございます。

小学校６年生、中学校３年生を対象に実施され

ております、文部科学省の全国学力テストの学

校別の結果について公表するか、しないかとい

うことでございますが、保護者の方では 67.3%

が公表していただきたいというアンケートの結

果が出ています。その理由としては、学校選択

の基本状況、学力向上の責務、説明責任を果た

すためということでございますので、保護者で

は 67.3%、また保護者で反対の人は 10.5%でご

ざいます。

　また一方、公表に反対という市の教育委員会

は、１月、２月のアンケートでは、公表に反対

という立場で 86.7%、都道府県、政令都市では

65.1%でございます。公表については学校差が

でるわけでございますが、保護者と教育委員会

では意識の差が浮き彫りになっております。そ

の点、当町の教育委員会ではどのような裁定を

くだしているのかお知らせ願いたいと思いま

す。

○議長（藤本一義議員）　池島教育長

　　〔池島憲雄教育長登壇〕　

○池島憲雄教育長　今ほど、坂井議員の方から

沢山のご質問をいただきました。

　まず１番目、中学校の卒業生の進路状況につ

いてであったと思います。

　今年の春、中能登では 177 名の中学生が巣立

っていきました。全員が進学をいたしました。

進学者が多かった高校ベスト５について、中学

校ごとに進学者数を申し上げます。

　町内の中学生、進学者数が最も多かったのは

七尾高校でありました。177 名中 34 名が進学

をいたしました。中学校の内訳ですけれども、

鹿西からは 13 名、鹿島からは 10 名、鳥屋から

は 11 名となっております。２番目に多かった

のは、七尾東雲高校の 33 名であります。内訳

は、鹿西から 10 名、鹿島からは 13 名、鳥屋か

らは 10 名でありました。３番目に多かったの

が地元鹿西高校の 31 名でありました。内訳は、

鹿西から６名、鹿島から 13 名、鳥屋から 12 名

であります。４番目は羽咋工業です。15 名です。

内訳は、鹿西からは３名、鹿島から６名、鳥屋

から６名でありました。５番目は羽咋高校であ

りました。13 名。内訳は、鹿西から２名、鹿

島からは 10 名、鳥屋からは１名という結果と

なっております。

　なお、県内の市立高校へ進学した生徒は 19

名でありました。中能登町は交通の便が大変良

いものですから、金沢から田鶴浜に至るまで、

極めて広い範囲で通学が可能となっておりま

す。生徒たちは自分の能力、適正、将来の進路

などに適した数多くの高校、そして学科から選

択可能でありまして、そういう意味では大変、

中能登の中学生は恵まれているな、理想的な状

況だなというように思っております。

　次、２つ目ですけれども、全国体力テストの

結果と小中学校の部活動についてのご質問であ

ったと思います。

　この全国体力テストというのは昨年度から始

まりました。対象は小学校５年生と中学校２年

生であります。握力や上体起こし、ボール投げ、

50m 走など８種目からなるテストが実施され、

同時に体格面での調査も行われました。

　８種目は、それぞれ成績によって１から 10

点で評価され、点数化されております。膨大な

資料をいただいたわけですけれども、ここでは
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総合的に見て中能登の生徒たち、子供たちはど

うだったのかということを簡単にお話をしてい

きます。

　小学校５年生男子ですけれども、総合的に点

数化された数字では、56.7 という数字が出てお

ります。全国平均は 54.2 です。全国を上回っ

ております。県平均は 56.0。私たちは 56.7 で

すから県平均も上回っているという結果であり

ます。

　５年生の女子ですけれども、町の方は 56.3、

全国は 54.8。全国をはるかに超えているなと。

県の方では 56.38 ということですので、ほぼ同

じというような結果でありました。

　一方、中学校です。２年生の男子です。中

能登町では 44.0 という数字です。全国平均は

41.5。かなり上回っております。県の平均は

42.5。これもはるかに上回っております。

　中学２年生の女子です。町は 48.3、全国は

48.4 です。全国とほぼ同じです。県は 49.9 と

いうことですので、２年生の女子は、若干県平

均を下回っているのかなということでありま

す。

　総合的に見まして、体力テストの結果につき

まして、概ね全国よりも県は上回っております

し、中能登町はその県をさらに超えているか、

ほぼ同じであるというようで、非常にいい結果

であったなと思っております。

　同時に体格面での調査も行われました。中能

登町の小学校５年生、中学校２年生ともに身長

も体重も全国平均、県の平均を超えております。

立派な体格をしている中能登の子供たちであり

ます。

　その次に、小学生のスポーツ教室への参加状

況についてのお尋ねもありました。現在、町内

には 26 のスポーツ教室が開かれております。

参加児童数につきましては、１人でいくつかの

スポーツ教室に入っている子もおりますし、町

外の小学生が中能登のスポーツ教室に入ってい

るということもありますので、概略ということ

になりますが、約 450 名の児童が加入しており

ます。割合でいきますと約 40%強ということ

になります。

　また、中学校の部活動ですけれども、部活動

は原則全員加入制となっております。スポーツ

関係の部では３つの中学校で男女 23 種目あり

ます。部員数は 438 名、割合にして 82%が運

動部に入っているということになります。その

他は文化部に所属しているということになりま

す。子供たちは元気いっぱいに学校生活を送っ

てほしいなと思うんですけれども、何といって

もその基本になるのは健康な体と体力といった

ものが基本になっていくなと思っております。

運動に励んで体力をつけた子供というのは、学

習にも頑張りがききます。小学生の子供たちが

スポーツ教室にもっともっと加入して頑張って

くれるように、そういう活動が日常行われるよ

うに私たちは早急に手だてを講じていきたいな

ということも思っているところです。

　それから、最後ですけれども、全国学力、学

習状況調査の結果の公表についてのご質問であ

ったと思います。今年で３年目になったわけで

すけれども、４月 20、21 日の両日に亘りまし

て全国の学力調査、それに併わせて県の学力調

査、そして私たちの町では中能登町独自の学力

調査、３種類の学力調査を一斉に実施いたしま

した。結果が出揃うのはもう少し後になるかな

と思います。

　結果の公表という点ですけれども、いろいろ

と議論がありますし、なされていることも事実

であります。ただ、学力調査の一番の趣旨は、

それぞれの学校で、児童生徒の学力の実態、学

習状況の実態というものをしっかりと掴んで、

日々の授業に役立てていきたいというのが最大

の趣旨であります。学校現場の方では、過去２

回あったんですけれども、その結果を受けまし

て、いろいろと学力向上プランというものを

次々に打ち出して、いま現在それを進めている

というようなことでありまして、結果の公表、

ストレートな数字を皆さんに公表するというよ

うなことにつきましては、私たちは学校間での
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格差や序列化に繋がっていくんじゃないかなと

か、思わぬ弊害が生じるのではないかなという

ようなことを心配いたします。教育委員会とい

たしましても、学校ごとに数字をあげて、結果

を公表するということは、今後も行わないとい

う方針であります。ぜひご理解をいただきたい

なというように思っています。結果については、

軽く流すということではありません。真剣に考

えて現場で活かしているが故に、単なる数字の

公表は控えさせていただきたいということであ

ります。

○議長（藤本一義議員）　坂井幸雄議員

○ 16 番（坂井幸雄議員）　体力並びに学力も

県平均以上ということで、大変いい結果だった

と思います。先ほどの学力の公表ということに

関してですが、保護者と教育委員会の思いはい

ろいろとあろうかと思います。ただ、この調査

を見ますと、保護者はやはり子供の親だと思い

ます。教育は確かに一つの思いがあってやって

おるわけでございますが、先日、七尾市の教育

委員会が新年度から全小中学校を対象にして、

国語、数学、算数と学力向上対策プランを検討

して、苦手と考えられる問題点を弱点克服対策

ということで、保護者と教育委員会との話し合

いでやろうとしています。それ以前には、羽咋

市が全国に先掛けて、全国学力テストが始まる

前、2005 年度から教育委員会の活性化プラン

ということで、小中学校が進めているらしいで

す。それを七尾市が参考にして試みたわけでご

ざいますが、その狭間にいる中能登町もそのよ

うな対策をとられているような感じであったん

ですけれど、いかがなものかお聞かせ願いたい

と思います。

○議長（藤本一義議員）　池島教育長

○池島憲雄教育長　今ほど、坂井議員さんは七

尾市の取組み、羽咋市の取組みをお話されまし

た。私たち中能登町は、それ以上の取組みをや

っているなというように思っております。先ほ

どもお話いただいたんですけれども、数年後に

中能登中学校が完成いたします。大変大きな夢

を持っております。開校当時から県内で指折り

の素晴らしい中学校としてデビューできるよう

に、着々と学力の点、それから体力の点、部活

の点、いろいろと作戦を練って、てこ入れをし

て頑張っているところであります。そういう学

力向上プランにいたしましても、決して私たち

の町が取組んでいることは引けを取るものでは

ありません。皆さん方とともに頑張っていきた

いなというように思っています。

○議長（藤本一義議員）　坂井幸雄議員

○ 16 番（坂井幸雄議員）　教育長さんにもう

１点だけお聞きします。生徒の自立心の動機づ

けでございますが、中学２、３年になったらば、

一応、先ほどの進路の状況の報告は受けました

んですけれど、中学２年生の時に希望する高校

へ見学や体験実習をやっておられると思うんで

すが、いかがなものかお聞かせ願いたいと思い

ますし、もう一つは、最近はスポーツも多種多

様でございますし、若い人たちももちろんのこ

とですが、子供たちには一流の先輩や一流の講

師、またアナリストなどを招聘して、１年に何

回かそういう刺激を与えてはいかがなものかな

ということでございます。経費がかかりますが、

その時にその講演には「へっー」という言葉が

出れば、疑問点が出れば、子供さんに動機づけ

があるということが教育現場の浅田秀雄先生が

言っておられましたので、びっくりするような

ことは講演ではなかなかできないと思うんです

けれど、その言葉からは出ると思いますから、

その点、見学や体験実習並びに講師などを招聘

する気持ちがあるのか、実際にやっておいでる

かお聞かせ願いたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　池島教育長

○池島憲雄教育長　また新たな提案を含めてお

話をいただきました。中学生の高校の体験、あ

るいは見学というものは一体どうなのかという

ことであります。

　３年生になりますと、高校の方で体験入学と

いうのがあります。主として夏休みを中心にし

て行われます。１人の生徒で複数の高校へ体験
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に行く子もおります。これは、町内の中学３年

生はほとんど参加しているだろうなと思いま

す。ただ、２年生から行っているのかというこ

とですが、高校の方は３年生を対象にというこ

とですので、その体験入学というのは３年生だ

けが対象になっています。七尾市さんの教育委

員会と私たち中能登町の教育委員会が合同で７

月５日、高校説明会、七尾鹿島にあります高校、

５校あるんですけれども、その５校の高校から

自分たちの学校のＰＲといいますか説明を開催

するような取組みをしております。これには中

学１、２、３年生はもちろんですけれども、小

学校の高学年、５年、６年生も対象になってお

りますので、保護者の皆さんにも案内状がいっ

ております。中学校の方から参加状況が届いて

いますが、かなりの生徒が参加すると。会場は

田鶴浜のサンビームであるんですが、ちょっと

距離的に遠いんですけれども、是非、小学生の

皆さんも保護者の皆さんと一緒に「将来はこん

なことになるんだな」というようなことで、日々

の学校の活動に活かしていただければなと思っ

ております。

　それから体育部の実技の中で先輩、立派な競

技者を呼んで刺激になったり、基本を見ていた

だいたりというようなことのご提案がありまし

た。なかなかそれに相応しい人を探すことがで

きるのかなということもありますし、是非私た

ちもそういう面では検討していきたいなという

ふうに思っています。うまくいくようであれば、

取組みを進めていきたいなと思っております。

○議長（藤本一義議員）　坂井幸雄議員

○ 16 番（坂井幸雄議員）　これで学校関係は

終わります。ただ、教育長さん、３年生でなく

て２年生の方がいいんだと思うんですけれど。

せめて２年生の立志式の手前ぐらいが一番効果

があるんではなかろうかというご意見もござい

ますので、いろいろと事情があって３年生とい

うわけでございますので、２年生も３年生もや

ればいいんですけれど、また検討していただき

たいと思います。よろしくお願いします。

　その次にいきます。地球温暖化のことに関し

てでございますが、大きな問題でございますの

で、私らが論ずるようなわけでないわけではな

いんですけれど、少しずつ気持ちを持っていた

だければ温暖化防止になるかということでござ

いますが、広報「よしかわ」では第 90 号で、

広報「中能登町」が第 52 号で、「ストップ・ザ・

地球温暖化」ということが登載されております。

ＣＯ２排出量の削減をしている状態をきめ細か

く登載されておりました。そこで、皆さんご存

知のように６月 10 日に政府は地球温暖化効果

排出ガス削減ということで 2020 年までには、

2005 年の対比 15%という削減の方針を打ち出

したわけでございます。いろいろと困難な問題

点が多々あろうかと思いますが、地球環境の自

然の法則が崩れないように、次世代のために今

から一つずつ節約、循環型ライフスタイルの転

換が必要かと思います。そこで、いろいろと削

減の方法がございます。エコカーの購入とか省

エネ住宅の基礎強化とか、エコ家電の買い替え

とかあります。ただ、個人的に応分の負担もし

いられているわけでございますが、その点につ

いて一つだけ、その中の一部の太陽光発電につ

いて町長の所見をお伺いしたいと思います。よ

ろしくお願いします。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　坂井議員の温暖化対策にかか

る太陽光発電について町長の所見を述べよとい

うことでありますので、お答えさせていただき

ます。

　町では、住宅用太陽光発電システム導入事業

補助金交付要綱を平成 18 年４月から施行して

おります。平成 20 年度までに通算９件の補助

を行っております。

　補助金額は１ｋｗあたり４万 5,000 円で、最

大４ｋｗまでであり、18 万円となっておりま

す。平成 19 年度までは県の補助制度もあり、

そのうち最大６万円の補助制度がありました

が、現在は町単独の補助となっております。

　また、国では平成 21 年１月より太陽光発電
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普及拡大センターを補助事業者として、１ｋｗ

あたり７万円で、10 ｋｗ未満のシステムに対

して補助する制度が設けられました。これは、

町の制度との併用は可能となりますので、大変

良い制度だと思っております。

　この国の制度ができたため、昨年に実施しよ

うと思っていた方も、今年度に実施されたと聞

いております。

　太陽光発電システムは、初期投資金額も高く

つきますが、地球にやさしく温室効果ガスの出

ないクリーンなエネルギーシステムであり、大

変重要なことかと思っております。

　これからも、更に違ったクリーンなエネルギ

ーシステムへの補助も必要ではないかと考えて

おります。

○議長（藤本一義議員）　坂井幸雄議員

○ 16 番（坂井幸雄議員）　先ほどの答弁をお

聞きしましたら、町では 18 万円、国では１ｋ

ｗ７万円を補助するということでございます

が、大体一つのパネルは４キロか 3.84 キロか

あると思いますけれど、それを合わせるとやが

て 26 万円ぐらいの補助になると思いますが、

そのためにはいろいろと最初の設備投資がある

わけです。約どれくらいで投資金額の元がとれ

るのか試算があったら担当課長さんからお教え

願いたいと思います。それは後でよろしいです。

　それで、せっかくここまできたら、統合中学

校でも最新型の太陽光発電のパネルを設置し

て、次世代の生徒たちにはエコエネルギーとい

うことで、関心を持ってもらうためにも設置で

きるか検討していただきたいと思いますし、も

う一つは、現在、北陸電力さんが志賀町、珠洲、

富山県、福井県にメガソーラーということで企

業が進出しております。私らの町は志賀原発の

隣接地でございますし、いろいろと協力はして

おるわけでございますので、20 年度までには

時間がありますし、また増設もあると思います。

その時には是非とも中能登町にもメガソーラー

の企業誘致をお願いしたいと思いますが、いま

まで、前回の志賀町のメガソーラーに関しては、

うちに何か話がございましたか。お聞かせ願い

たいと思います。志賀町だけのことで物事が済

んだのか、併せてお聞かせ願いたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　統合中学校につきましては、

これから用地を決めて、それから設計にかかる

わけでありますので、坂井議員の提言として考

えてまいりたいと思っております。

　それと、北陸電力の太陽光発電につきまして、

私も新聞に出たときに、正式ではございません

けれども、知った方、いろんな方々にお願いい

たしました。そういう時にはやはり、原発立地

である志賀町と原発立地ができなかったけれど

も珠洲市に内々に決まっているんだというよう

なお話でありました。そういうことで、いま言

われましたように、この町も原発立地の町であ

りますので、これから増やしていかれるときに

は是非、立候補いたしまして、いいところもあ

ると思いますのでお願いもしてまいりたいと思

っております。

○議長（藤本一義議員）　坂井幸雄議員

○ 16 番（坂井幸雄議員）　これで終わります。

有り難うございました。

○議長（藤本一義議員）　ここで、昼食のため、

暫時休憩いたします。

　再開は、午後１時からにしたいと思います。

よろしくお願いします。

午前 11 時 47 分休憩

午後 １ 時 00 分再開

○議長（藤本一義議員）　休憩前に引き続き会

議を開きます。

　次に、10 番　武田純一議員

　　〔10 番（武田純一議員）登壇〕　

○ 10 番（武田純一議員）　私は今回、親王塚・

亀塚古墳について。基幹作業道について。緊急

雇用創出事業の３点について質問いたします。

　中能登町小田中に親王塚と亀塚古墳がありま

す。親王塚には祟神天皇皇子大入杵命墓

　１．みだりに域内に立ち入らぬこと
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　１．魚・鳥等を取らぬこと

　１．竹・木等を切らぬこと　　

　　　　　　　　　　　　　宮内庁

　の看板があります。

　亀塚古墳には、大入杵命墓　飛地い号　宮内

庁の標柱があります。また、親王塚正面には鳥

居が建立されており、道路側に壕があり鯉が泳

いでおります。また、小田中の方でこの古墳を

宮内庁より管理を委嘱されている方もおいでに

なります。

　この親王塚は、畿内以外では数少ない宮内庁

が管理する陵墓であります。この陵墓は大型

円墳で造り出しを含めますと、経 72m 段築・

葺石を持ち周囲に周壕をめぐらし、高さ 14m、

古墳前期の造りだそうです。円墳としての全国

的な規模はどのように評価されているのかお答

え願いたい。

　親王塚前の亀塚は前方後方墳です。盗掘はさ

れていないそうであります。造られた年代等が

お判りになりましたらお答え願いたいと思いま

す。また、中能登町東往来旧国道沿いには親王

塚・亀塚古墳に続き水白鍋山、小竹ガラボ山古

墳があり、古墳の型は帆立貝型だそうです。経

はそれぞれ 64m・44m で車窓から見ることが

できます。桜の季節には写真マニアがシャッタ

ーを押しています。

　ところで、町総合計画第５節まちづくりのあ

ゆみには、雨の宮１号墳、この被葬者は地溝帯

一円を支配した王者と言えると記載されており

ます。本当でしょうか。

　その反論の材料は親王塚にあります。

　１．出土品に三角縁神獣鏡２面、一つは中国

製です。もう一つは倭製、これは中国が日本を

よんだとき、倭の国だといったその倭です。日

本製だということです。その２面、それに鍬型

石があります。また勾玉等もあります。

　古墳は先ほども申し上げましたように、円墳

で経が 72m、高さ 14m、周壕をめぐらし、周

りに壕をめぐらすということです。段築・葺石

を持ち、竪穴式石室で能登島産の玄武岩板で竪

穴式石室は１人の陵墓で、１人の方を祀ってあ

ります。古墳前期に造られ、全国で５指に入る

大円墳で宮内庁が管理する陵墓であります。学

者の評価は、立地、墳丘形態、埋葬施設、副葬

品のどの要素をとっても畿内中枢部の古墳に比

べ全く遜色がないとの見解であります。

　一方、雨の宮古墳は画文帯神獣鏡、これは日

本製です。木棺で粘土に覆われた複数の墓で横

穴式であります。お答え願いたいと思います。

　さて、全国で５指に入る大円墳の親王塚・亀

塚、それに連なる水白鍋山、小竹ガラボ山、井

田不動滝、宿場町の面影を残す高畠、そして東

往来の格子戸の家並み、更に雨の宮古墳群を加

えて、点から面に有機的に結んで観光資源の活

用策を検討願いたいと思います。

　先ほど、町長の答弁の中にも宝達から以北の

方、広域観光のこともおっしゃられたと思いま

すけれども、是非、検討していただきたいと。

そのためには、宮内庁へのわかりやすい案内文

の掲出が必要・十分条件だと思います。町当局

の努力をお願いしたいと思います。

　それからもう一つ。家の建て方についてでご

ざいますけれども、西往来の方と東往来には大

きな差がございます。東往来の方は、いまは大

分少なくなっておりますけれども、格子戸作り

がほとんどです。西往来の旧家を見て下さい。

座敷の前に縁があります。ということは、東往

来は大名が通ったところで、西往来はそれがな

いということで、東往来の場合でしたら直接高

貴な方の姿を見るのは不適当だというので格子

戸があります。西側はそうではございません。

そういう違いも含めて観光の資源になると思い

ますので、ご答弁の方よろしくお願いいたしま

す。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　武田議員の質問にお答えいた

します。

　まず、親王塚・亀塚古墳についての観光資源

としての活用について答弁をいたしまして、詳

細につきましては、教育長の方から答弁をさせ
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ますのでよろしくお願いいたします。

　中能登町の古墳については、雨の宮古墳群、

川田古墳群など沢山の古墳群が点在しておりま

す。その中でも小田中地区にあります親王塚古

墳と亀塚古墳に関しては築造年代も古く、４世

紀後半に造られたものと言われております。中

能登町の観光資源としてはもちろん活用させて

いただいておりますが、議員もご存知のとお

り、管理所管が宮内庁となっていますので、中

に入って見ることはできませんので、見学され

る方には外から見ていただいているのが現状で

あります。ただ、親王塚古墳については、町の

パンフレットや町及び観光関係のホームページ

にも載せてあります。これからも、中能登町の

観光資源として沢山の人に訪れていただけるよ

うに情報発信等していきたいと思いますし、提

言がありました町並み、町全体の観光、それら

に関しましても、先ほどお話もいたしました宝

達以北の４市５町の能登広域観光圏という中に

も、是非取り入れていただきまして、多くの方

に来ていただけるよう、これからも頑張ってま

いりたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。

○議長（藤本一義議員）　池島教育長

○池島憲雄教育長　引き続いて、武田議員から

のご質問にお答えいたします。

　いずれも専門的といいますか、学術的な内容

でありまして、自信を持ってお答えできるもの

はなかなかありません。そういう意味ではお許

しを願いたいなと思っています。

　まず１点目ですけれども、宮内庁が管理して

いることに関連してですけれども、親王塚・亀

塚古墳は 51 年前の昭和 33 年８月に、当時の鹿

島町教育委員会が指定した町指定史跡でありま

して、不動滝や道閑塚とともに中能登町では最

も重要視された古墳であります。宮内庁の管理

と町指定との関係については、詳しいことは分

かりません。現在、陵墓参考地となっているた

め、敷地内への立ち入りは禁じられております。

宮内庁の京都事務所から年に３～４回、状況確

認に来られているということであります。

　２番目ですけれども、親王塚古墳の規模をど

のようにして評価しているのかということであ

りました。円墳としての規模は大変大きなもの

であると認識しております。鹿島町史によりま

すと、経 67m の大きさは、中央・地方を通じ

て第１級の円墳であると記されておりますし、

また、鹿島の歴史探訪という書には、北陸で一

番古くて最も大きな円墳として有名であるとも

記されております。

　次に、亀塚が造られた年代でありますけれど

も、陵墓参考地ということで、発掘はもちろん

のこと、立ち入りも禁じられている状況では、

はっきりしたところは分からないのが現状であ

ります。鹿島町史によりますと、「４世紀後半

の所産として推論しておく」と記されておりま

す。

　３つ目ですけれども、親王塚古墳と雨の宮古

墳の違いについてであります。造営年代順は、

非常に難しいものがあるとされ、通説では、親

王塚、亀塚、雨の宮１号墳、雨の宮２号墳の順

とされているようです。しかし、古墳の形態か

らしますと、亀塚が先で、親王塚が後に続くと

の説を言われる研究家もいるようであります。

何分にも発掘ができないため、未確定要素があ

まりにも大きいのではないのかなというように

思っております。

　次に、雨の宮古墳の被葬者は地溝帯一円を支

配した王者といえるのかということですが、こ

れは親王塚の後に続く時代に造営されたものと

しての考え方であります。親王塚や亀塚は年代

的には雨の宮古墳より古く、地溝帯の最初の王

であったであろうと推測されます。

　ただ、雨の宮１号墳は、実際に発掘されてお

り、出土した車輪石や神獣鏡や飾り類など多く

の副葬品があったということは、その出土品の

内容や規模からしまして、その時代の権力の大

きさを示すものであろうというように思ってお

ります。

　４つ目は、観光資源としての活用であったん
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ですけれども、先ほど町長の方から申されまし

た。

　最後、５点目です。宮内庁への働きかけにつ

いてですけれども、その内容によっては非常に

難しい面があるのではないかと思っています。

　しかし、現在までのところ、町指定史跡に対

することにつきましては、宮内庁は柔軟な対応

をとっていますので、仲介をしていただけるよ

うな宮内庁の知り合いの方、関係者がおられま

したら親王塚や亀塚古墳の素晴らしさをＰＲし

ていくよい機会が得られるのではないかなと思

っています。現実的なことにつきましてはわか

りかねますので、今後いろいろと勉強したり情

報を得る努力をして対応していきたいなと思っ

ています。

○議長（藤本一義議員）　武田純一議員

○ 10 番（武田純一議員）　もう一度申し上げ

ます。親王塚の鏡は中国製と倭製、三角縁神獣

鏡、雨の宮は画文帯神獣鏡です。それから親王

塚には鍬型石があります。これも権威の象徴で

す。それが雨の宮にはございません。親王塚は

大型円墳であります。雨の宮は前方後方墳であ

ります。親王塚は竪穴式石室で１人の墓です。

雨の宮は木棺で粘土に覆われた粘土棺で、複数

の方を葬ってございます。私の読んだ本の中に

は、親王塚、これは造り出しを入れますと幅

72m、高さが 14m、雨の宮は 64m、段築の葺

石は同じです。それから先ほど申し上げました

中能登町総合計画、この中に書いてありますの

は、親王塚は地方の首長である。雨の宮は王で

あるというふうに記載されております。ある本

によりますと、親王塚は葬ってあります祟神天

皇のおいだと。これにはクエスチョンマークだ

そうです。だけども、大和朝廷の東方への前進

基地の司令官の王に繋がるものであると。雨の

宮は地方生え抜きの首長であると。全く総合計

画に記載されている事項が間違っております。

私は総合計画のときにも何点か問題点を提起し

てあります。これは、その時の担当の企画課長

がおいでますけれども、ご存知のはずです。何

回か替えていただいております。そういう点か

らして町の総合計画、この文言は私は間違いで

はないかなというふうに思いますので、今後検

討されまして替えていただきたいと。

　それともう一つ。宮内庁の方ですけれども、

ある方の話によりますと、前田の殿様の子孫の

方が宮内庁に勤めていらっしゃると。この機会

に親王塚、先ほど申し上げました宮内庁の看板、

鳥をとるなとか魚をとるなとか、域内に入らな

いということと、もう一つは飛地であるという、

それだけしか標示がございません。大きさだと

か、そういうものは一切ないと。これでは、看

板にはならないと。それから亀塚の方、これは

標柱だけです。柱１本だけです。それでいいの

かなと。宮内庁が指定した陵墓でございます。

是非、その点もう一度専門家なりに働きかけを

お願いしたいと思います。先ほど申し上げまし

た宮内庁への働きかけ、いま申し上げましたよ

うに、前田の殿様の子孫の方がいらっしゃると

いうことから、この辺からの働きかけはいかが

ですか。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　前田家の酒井さん。この方が

子爵か公爵のところへ嫁いでおいでまして、た

まに石川県へ来られて、お話したことはありま

せんけれども、大きなイベントとかでお会いし

たことはあります。それは別にして、誰かおい

でるのかどうか探して、働きかけなければなら

ないものは働きかけてまいりたいと思っており

ます。

○議長（藤本一義議員）　武田純一議員

○ 10 番（武田純一議員）　いままで、旧の鹿

島もそうですし、御祖村の方もそうですし、中

能登の町もそうですけれども、宮内庁へおそれ

多くてものが言えなかったと。いまは開かれた

日本です。是非、宮内庁に働きかけられまして、

いまのような状態ではなく、もう少し小学生で

も分かりやすい案内板を是非設置していただき

たいと思います。

　次に移ります。基幹作業道についてお尋ねい
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たします。

　先般、石川県森林組合合併記念行事として「森

林・林業活性化シンポジウム」がかほく市で開

催され、「日本の林業の課題と展望」の演題で

林野庁次長　島田さんの講演がございました。

　次長は、現在の安定供給と需要の拡大を図る

ためには、「道が入ると機械が入りコストが下

がる」これにより「安定供給ができ需要の拡大

になる」との趣旨で講演されました。講演後、

質問の時間が設けられ、私は「林道と作業道」

の格差が大きすぎると。この格差を解消してい

ただきたい旨の発言をいたしました。

　次長から、今年から基幹作業道について「地

元の負担なしで基幹作業道が開設されるように

なった」旨の答弁がありました。帰路前、羽咋

森林組合長の谷光さんから補足説明がされ、県

森林部が町等に出向き説明会をし、後日、自治

体の担当者に集まってもらい説明会を開催した

とのことでありました。

　しかし、５月 10 日、不動滝を護る会の席上、

町長にお尋ねしました。また、後日、担当課に

お尋ねしましたが、ともに私にとりましては理

解不足であったと思います。やむなく、中能登

森林組合に資料の提供を求め、一部を町長に提

供しました。資料は「石川県路網整備地域連携

モデル事業」のタイトルで事業内容は、法律的

な森林施業システム導入に対応するための基幹

作業道整備。そのためには、全体の計画延長

100m 以上。作業道等開設延長１ｍ当たり 0.3㎥

以上の間伐材の生産、または 100m 当たり１ha

以上の森林整備が計画されていること。計画す

る森林整備は、路線完成後３年以内に完成する

ことであります。

　私は更に、情報・資料を求め、七尾農林総合

事務所森林部長に会い、県の取組方針等の説明

と資料をいただき、資料は町長にお渡しし、そ

れからその時の模様も報告してあります。

　そこで、この基幹作業道と林道との相違点を

お答え願いたい。また、もう一つ、関係する区

長等への説明会の開催予定及びこれを受けて町

としての事業計画があればお示し願いたいと思

います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　基幹作業道の質問にお答えす

る前に、今ほどおっしゃいました「石川県路網

整備地域連携モデル事業」の資料を５月 21 日

に副町長に預けていただき、その日のうちに私

がいただきまして、一読して、その後農林課長

に渡しておきました。

　所有者負担なしで作業道が整備できるという

ことですので、大いに利用されて、魅力ある森

林づくりを目指していただきたいと思っており

ます。

　また、基幹作業道と林道の違いをお尋ねにな

られたわけですが、定義的に申し上げれば、作

業道とは森林施業や管理のための一時的な施設

で、主に森林所有者等によって森林施業の実施

に伴って整備される道であります。

　また、林道とは、多面的機能を有する森林の

適切な整備及び保全を図り、効率的かつ安定的

な林業経営を確立するために必要な基礎的アク

セスを確保するための恒久的施設であると理解

いたしております。

　また、区長さん等への説明会はということで

ありますけれども、関係区長さんに対する説明

会の開催については、この事業の事業主体とな

っていただく中能登森林組合と協議をして進め

ていきたいと思っております。

　次に、今後の事業計画としては、中能登森

林組合では、２年前から瀬戸地区から延長

1,000m の作業道が要望され、所有者の間伐の

同意も得られているところから、今回この事業

の対象として申請したいということでありま

す。

　一方、一昨年から石川森林環境税が導入され、

これに伴い中能登町の森林においても、間伐が

割り当てられております。

　これまで、森林組合のご協力をいただきなが

ら、また、山林所有者のご理解・ご協力によっ

て、間伐の目標約 100ha を達成することができ、
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次第に手入れ不足林の解消が図られてきておる

ところであります。

　先ほど、林道と作業道の違いについては、定

義的に難しい言いまわしをいたしましたが、言

い換えれば林道は動脈であり、作業道は毛細血

管であるともいえます。

　作業道を整備して、いつでも楽に山に行くこ

とができれば、山は荒れることはないと思いま

す。

　適正な森林管理を行い、これまで育ててきた

森林資源を有効活用することが大切であり、間

伐材を低コストで搬出するためにも、作業道の

整備は必須条件といえます。

　今回の事業をできるだけ多く活用し、魅力あ

る森林づくりを進めていきたいと思っておりま

す。

○議長（藤本一義議員）　武田純一議員

○ 10 番（武田純一議員）　私は、いままで鹿

島町、中能登町、林道と作業道に関しての質問

は３回目であると理解しております。私には苦

い経験があります。私は小竹の区長を４年して

おりました。その時に治山工事をしていただき

まして幅員、作業道の幅が３ｍあれば林道に格

上げできるのにということで、地権者の方全員

の同意を得まして 750m を３ｍ以上の幅員にし

ました。ところが、林道には格上げできません

でした。これは中能登の時にも申し上げたと思

います。なぜ私はそういうことを申し上げるか

といいますと、災害の時、作業道に関しては橋

をつけていただけません。小竹の方にきだなぎ

という所があります。そちらの方の作業道には

仮の橋、請負業者に依頼しましてＨ溝を並べ、

その上に鉄板をかぶせて通行しております。検

査のときには、これは全て撤去です。会計検査

員が見ておりません。そういう苦い経験があっ

て小竹の方の４箇所を林道に格上げしていただ

きたいと言ったんですけれども、いずれの時も

駄目であったと。それともう一つ、城石線の延

長の林道、これに関しましては、私は七尾の農

林総合事務所へ再三足を運んでいることは町長

もご存知のとおりです。町長の答弁の中に、平

成 21 年度から工事にかかるという話だったん

ですけれども、残念ながら工事費が３億円にな

ると。その内の 30%、これが地元負担になる

ということで頓挫してしまっています。芹川の

方から良川磯辺線、それまで、この作業道をつ

けていただければ地元負担金が一切かからな

い。大変おいしいが、ただし、これには幅員と

作業道の関係で舗装はされません。砂利道です。

だけどもそれによって違ってくると思います。

特に芹川。芹川の山の方を歩かれた方がいらっ

しゃると思いますけれども、私どもせいのから

上の方、全て枯れ上がった枝が沢山残って、放

置された山が沢山あります。そういう所へ基幹

作業道をつけることによって、間伐も進み、枝

打ちも進み、それから所有者の方にも何がしか

の収入になろうかなと思います。そのあたりの、

先に申し上げました芹川から小竹までを基幹作

業道という働きかけをされるお気持ちがあるか

ないか。お答え願いたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　武田議員から言われましたよ

うに、今年からの事業でありまして、これから

農林総合事務所、所有者の方々、森林組合とこ

れからいろんな議論をしながら、皆さん方のご

理解を得られるのかどうか、積極的に進めてい

きたいと思っております。

○議長（藤本一義議員）　武田純一議員

○ 10 番（武田純一議員）　町長と担当課長に

更なる努力をお願いしまして、次に移ります。

　次に、議案第 35 号、提出議案書 15 ページの

労働費についてお尋ねいたします。

　全員協議会の席上でも説明を求めましたが、

再度、県委託金 1,240 万円についてお尋ねいた

します。

　まず、ふるさと雇用再生特別基金 580 万円に

ついてです。説明では、デザインセンターに３

名を３年間雇用し、デザインセンターが保有し

ているデザインをデータベース化し、パソコン

で分類し、できれば販路も開拓したいとの説明
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でありました。

　また、町長の提案理由の説明の中に、イタリ

アの世界的ブランド生地担当者８名が来町さ

れ、デザインサンプル一つ一つを丹念に確認さ

れ、大変素晴らしいと評価されたということで

ありました。

　そこでお尋ねいたします。デザインサンプル

２万点全ての知的所有権、意匠権は町に所有権

があるのでしょうか。また、サンプルの知的所

有権の登録はどのようになっているのか。今後

の取組み方を含めてご答弁願いたいと思いま

す。

　次に、緊急雇用創出事業 660 万円について。

登下校パトロール４名、除草８名、シルバー人

材センター事務１名を雇用するとの説明であり

ました。

　現在、登下校パトロールは、ボランティア活

動ではないでしょうか。その方々との兼ね合い

は。除草８名ですが、除草も草刈りを除けばい

ままでボランティア活動に頼っていたのではな

いでしょうか。お答え願いたいと思います。

　旧町時代にも同様の緊急雇用創出事業がござ

いました。その時、ある町では不法投棄ゴミの

処理がなされ、環境汚染防止を図り、不法投棄

防止の啓発を行っております。

　現在、当町の実態はどのようになっているの

でしょうか。不法投棄ゴミに対する対応が検討

なされたか、なされなかったかも併せてお答え

願いたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　ふるさと雇用再生特別交付金

事業は、市町が地域休職者を雇い入れて行う事

業を実施し、地域において継続的に雇用機会を

図るのが目的であります。

　デザインサンプルの所有権については、平

成 18 年７月に前所有者の新保善正氏との覚書

を交わしており、一切の所有権は商工会が持っ

ていますが、町といたしましても新たな地域資

源として有効な活用を図りたいと考えておりま

す。

　商工会では、整理した後のデザインサンプル

については、すでに公表されたものであり、誰

のものか特定できないので、現在のところデザ

インサンプルの知的所有権の登録は予定いたし

ておりません。

　しかし、整理したデザインデータの取扱いに

ついては、新たな地域資源として販路開拓に努

め、職員の専門性を高め、適切な管理を行って

いくことが大切になります。

　次に、緊急雇用創出事業については、失業者

に対して次の雇用までの短期の雇用、就業機会

の創出を行い、生活の安定を図るのが目的であ

ります。

　雇用、就業期間は、原則６カ月未満となって

います。

　町では次の３つの事業が採択されておりま

す。

　１つ目は、町内小中学校の防犯パトロール委

託事業で、生徒の登下校時における安全パトロ

ールが主なものであります。交通安全指導など

のボランティアの方々とは別の活動を予定して

おります。

　新たな雇用は４人を予定しており、事業費は

266 万 3,000 円となっています。

　２つ目は、町内の町施設等の除草、木の剪定

作業及び町道の除草作業など環境美化事業が主

なものであります。

　新たな雇用は８人を予定しており、事業費は

291 万 9,000 円となっております。

　３つ目は、緊急雇用事業の手配等を行うた

め、シルバー人材センター事務局に雇用を行い

ます。

　新たな雇用は１人を予定しております。事業

費は 101 万 8,000 円となっております。

　いずれも、人材派遣のノウハウを持っている、

中能登町シルバー人材センターに事業を委託す

るものであります。

　募集対象者については、緊急雇用創出事業の

観点から、高齢者に特定せず、ハローワーク等

を通じて広く求人募集を行う予定であります。
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　今後の新たな事業の取組みについては、追加

募集も予定されていますので、県の方へ要望し

ていきたいと思います。

　次に、緊急雇用創出事業の実施に伴い、不法

投棄ゴミの処分等に対する検討がなされたの

か。また、現在中能登町の実態はどうなのかと

の質問についてお答えします。

　まず、平成 20 年度の不法投棄の件数は、町

で委嘱をしている８名の監視員の方々や、町民

の皆様及び警察からの通報を併せますと、約

40 件ほどであります。そのほとんどの投棄物

は監視員と町で回収・処分を行っております。

　不法投棄されている物のうち、空き缶類など

の小さな物については、監視員の方々のご協力

により回収・処分をしていただいておりますが、

テレビや冷蔵庫などの家電類や廃タイヤなどの

大きな物については、担当課の方で回収・処分

を行っております。

　特に、大量の投棄物がある場合は、多い時で

軽トラック１台分位になりますが、いまのとこ

ろは業者委託しなくても対応できる状況にあり

ます。

　地域によっては、地元のボランティアグルー

プによる回収作業も行われております。

　また、不法投棄されそうな場所には「不法投

棄防止」看板を設置して、警告を促していると

ころでもあります。

　議員ご指摘の件につきましては、事業の内容

がパトロールと啓発中心となることや、投棄物

の量、種類、そして不法投棄の箇所など特定す

ることが非常に困難であることから、同事業へ

の取組みにつきましては、もう少し検討してい

きたいと思っておりますのでよろしくお願いい

たします。

○議長（藤本一義議員）　武田純一議員

○ 10 番（武田純一議員）　デザインサンプル

についてですけれども、町長の提案理由の説明

の中に、イタリアの８名の方にデザインサンプ

ルを見ていただいたと。大変、素晴らしいもの

だという好評をいただいたという説明だったと

思います。その場合に、イタリアも同じく日本

より、より以上に進んだ国であります。そこの

国の方がそのサンプルを見られて知的財産とさ

れた場合に、その防止策はどのようにお考えだ

ったのか。私は、重要だと思われるサンプルに

関しては、そういう方々に見せるべきではない

と。登録されてしまえば国際的に認められてお

りますから駄目だと。意匠権ですね。この辺、

精査される気持ちがあるのか、ないのか。ご答

弁を願います。

　それともう一つ、登下校の子供の方ですけれ

ども、旧鹿島に尾崎という在所があります。滝

尾の農協から在所へ帰るまで、最近誰１人会わ

なくて家までたどり着くと。農作業も機械化さ

れておりまして、ほとんど出ていらっしゃらな

いというので、子供を守るべき人が１人もいな

いと。前は農作業で田んぼへ出ていた方が沢山

いらっしゃいますけれども、１人もいないとい

うのが現実でございます。そういう場所がまだ

沢山あろうかなと思います。鹿島の北部ですが、

そういう所の対策はどのようにお考えなのか、

先ほどおっしゃられました、いままでのパトロ

ール、防犯推進員とは別個のものであるという

ことですけれど、そのコンセプトはどのように

なっているのかお答え願いたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　まず、デザインセンターにつ

いてでありますけれども、イタリアのファッシ

ョン関係の８名の方が 10 時半ごろにおいでま

した。それからお茶の一杯も飲んでいただいて

歓迎の挨拶もしたいというようなことで準備を

していたんですけれども、入ってこられると同

時に、本当に熱心に一つずつ見られまして、こ

んな田舎の町にこんな素晴らしいものが何故あ

るのかというような質問をいただきましたし、

また、来年ミラノで繊維の市があるので、是非

これを出していただきたいという依頼もいただ

きました。もし研究機関があるのだったら一緒

に研究をさせてほしいということであります。

データベース化したものが４万 5,000 点ありま
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す。全部いたしますと 20 万点といわれており

ます。そういう中であの方々はご飯も食べずに、

次の場所へ行くのを延ばして、そう言われて帰

られました。その中で、見られたのは何十点か

何百点かわかりませんけれども、見て帰られま

した。その後、８日ですが、経済産業省の方も

おいでいただきまして、見られて、経済産業省

も来年度に向けて、もし行く気があれば援助も

するし道筋もつけるから、是非出していただき

たいという依頼もありました。私どもは素人で、

どうすればいいか分かりませんけれども、経済

産業省の方で道筋などの世話をさせてもらえる

という有り難い意見もいただいて進んでいると

ころであります。それを持っていって、そのデ

ザインを盗まれたらどうなるのかというような

ことでありますけれども、その辺は全部持って

いくわけではないし、その生地について契約を

するそうでございます。持っていったものが盗

まれるということはあり得ないと。何十点、何

百点持っていくのかまだ決まっておりません

が、もし行ったとしても、それはそれらで補償

されるというようなことを聞いております。

　登下校時の通学路につきましては、予算を出

しておりますけれども、いままでしておられる

方とは別に、いま言われました所がどれだけあ

るのか、どのような所をしなければならないの

か、町として、地域として、これから精査をし

て、子供たちが安心・安全で通学できるように

していきたいと思っております。

○議長（藤本一義議員）　武田純一議員

○ 10 番（武田純一議員）　だいぶ時間が過ぎ

ましたので、あと、お願いがあります。バイパ

スの除草。今年はないことに、国交省が草を刈

り、私の見える範囲は終わっております。町道

はまだ終わってないかなと思います。これから

カメムシの発生もあります。是非やっていただ

きたいと。それから知的所有権ですが、私ども

はいままでそういう経験がなかったと思いま

す。是非、知的所有権を侵されないように更な

る努力をお願いしまして、私の質問を終わりま

す。どうも有り難うございました。

○議長（藤本一義議員）　次に、２番　笹川広

美議員

　　〔２番（笹川広美議員）登壇〕　

○２番（笹川広美議員）　皆様、こんにちは。

いま、経済は、未曾有の世界同時不況に突入し

ております。政府与党は、切れ目のない経済対

策に全力で取組んでまいりました。平成 20 年

度の第１次補正、第２次補正、そして 21 年度

予算と、総額 75 兆円という世界最大規模の景

気、経済対策です。

　先日、街角景気を示す指数が発表され、５カ

月連続で上昇しております。まさに、定額給付

金、高速料金の引下げ、雇用対策、中小企業へ

の緊急融資制度と今回の経済対策が効果を発揮

してきております。しかし、想像をはるかに超

える景気後退の中、まだまだ予断を許さない状

況が続いております。更なる対策を講じていく

ことが必要です。

　中能登町におきましても、国の総力を挙げた

矢継ぎ早の経済対策に呼応し、時を逃すことな

く適切な対策を講じていくことが極めて重要で

あります。町民の安全と、安心の暮らしを守る

ことを第一に考えた町の力強い取組みを期待し

ております。

　それでは１つ目の質問であります。わが町の

グリーンニューディールの推進について質問い

たします。世界はいま、この経済危機を克服す

るために、環境、エネルギー分野への巨額の集

中投資、そしてそれによる雇用創出を目指すグ

リーンニューディールを選択しはじめていま

す。アメリカのオバマ大統領が提唱し、ドイツ、

イギリス、韓国なども矢継ぎ早に独自策を打ち

出しました。このような中、日本も４月に環境

分野を経済成長の牽引役とする緑の経済と社会

の変革、日本版グリーンニューディールを打ち

出しました。わが国は環境分野で世界をリード

できる最先端の技術を持っています。それを活

かすことで大きな経済効果や雇用創出が期待さ

れています。
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　また、環境保全と経済発展を結びつけ、両立

させることは持続可能な社会を構築していく上

でも極めて重要です。この日本版グリーンニ

ューディールは、2015 年までに環境ビジネス

市場を 06 年の約 1.4 倍となる 100 兆円規模に、

雇用も 80 万人増の 220 万人の確保を目指しま

す。そして、地域グリーンニューディール基金

を創設し、地域の活性化と低炭素化、エコ化を

同時に推進しようとするものです。経済危機の

いまこそ、緑の社会へと大転換するチャンスで

あります。地方もスピードを持って積極的に取

組むことが要請されます。町長の強いリーダー

シップに期待し、以下３項目の具体的な取組み

をお聞きいたします。

　６月５日は世界環境デーです。1972 年６月、

スウェーデンの首都ストックホルムで開催され

た、国連として地球規模の環境問題全般につい

て取組んだ初めての会議でありました。これを

記念して日本の提案により定められたもので

す。そして 1991 年からは６月の１カ月間を環

境月間とし、全国で様々な行事が行われました。

また、昨年のＧ８洞爺湖サミットを契機に、毎

年７月７日をクールアースデーと定めました。

地球環境の大切さを国民全体で再確認をし、低

炭素社会への歩みを実感するとともに、家庭や

職場における取組みを推進するための日と提唱

されたのです。昨年のクールアースデーでは、

ライトダウンが国内約７万 6,000 箇所で実施さ

れております。これにより約 120 万ｋｗ、約

３万世帯が１日に消費する電力量を削減しまし

た。私たちに大変大きな意味をもたらした日と

なりました。

　まず、１点目として、今年の環境月間のわが

町の取組み、また、クールアースデーへの取組

みについて具体的にお聞かせ下さい。

　また、昨年６月地球温暖化対策推進法の改正

により、地域のＣＯ２削減計画の策定が義務づ

けられました。そして、11 月には 2006 年のデ

ータに基づき、16 カ国が削減目標を達成した

ことが発表されましたが、日本は目標６％減に

反し、6.4％増加であることが明らかになりま

した。

　そこで、２点目として、現在わが町のＣＯ２

削減への取組み状況と今後の課題についてお聞

きいたします。更に、先日 10 日、麻生総理は、

2020 年までの温室効果ガス削減の中期目標を

05 年比 15％減とすると発表しました。地球温

暖化が気候変動による洪水、高潮の頻発、農産

物の大被害、伝染病の拡大などをもたらし、そ

の被害額は年間 17 兆円にも上るという研究結

果もあります。温室効果ガス削減は次世代を守

るためにも待ったなしの課題です。そのために

も、低炭素社会づくりへの具体的な行動を加速

させていくことが重要であります。

　３点目として、今回発表されました日本版グ

リーンニューディール政策では、環境保全に取

組む地方公共団体への支援策として、地域グリ

ーンニューディール基金が３年間の時限措置と

して創設されることになりました。総額 550 億

円が計上されております。地域での環境対策が

一層前進していくこととなります。地域の活性

化と地域における低炭素化、エコ化を同時に推

進できるまたとないチャンスです。当町はこの

基金をどのように活用し、特色あるわが町のグ

リーンニューディールを展開しようと考えてお

られるのかお聞かせ下さい。以上、３点につい

てお答え願います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　笹川議員の質問にお答えいた

します。

　中能登町での「環境月間」「クールアースデー」

の取組みにつきましては、現在、環境省で実施

されておりますライトダウンキャンペーンの期

間にあわせて、町内の全小学６年生を対象とい

たしまして、石川県温暖化活動推進員の皆様や

町職員が、環境問題への呼びかけを推進すると

同時に、キャンドル作りを行っております。

　この取組みは、授業の一環として地球温暖化

の現状や防止対策についてのお話を聞くととも

に、色とりどりの蝋の塊で作った、オリジナル
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キャンドルを自宅に持ち帰り、キャンペーンの

期間中に自宅におきまして、電灯の代わりにキ

ャンドルを灯すことにより、それぞれのご家庭

内におきまして、今一度、環境問題に触れてい

ただき、エコに取組むきっかけとしていただけ

たらという思いで実施しているものでありま

す。

　今後は、このような取組みの輪が、町全体に

も浸透するように、あらゆる側面から検討して

いかなければならないと考えております。

　次に、ご指摘の町のＣＯ２削減に対する現状

と課題についてでありますが、いま、地球温暖

化は世界規模での大きな問題であり、主な原因

でもありますＣＯ２の排出を削減することが、

最重要課題として求められております。

　このような状況を踏まえ、中能登町におきま

しても、温暖化防止対策の一層の推進を図るた

め、平成 18 年３月に「中能登町地球温暖化防

止実行計画」を策定させていただき、温室効果

ガスの排出抑制等による地球温暖化防止に向

け、計画的に取組んでいるところであります。

　計画では、平成 16 年度を基準年度として、

平成 18 年度から平成 22 年度の５年間で温室効

果ガス排出量を、基準年度比マイナス６％削減

を目標に推進しております。

　また、平成 19 年度には、区長会、女性連絡

協議会が中心となる家庭部会、商工会が中心と

なる事業所部会、そして学校部会と行政部会の

４部会で構成される、中能登町地球温暖化防止

推進協議会を設立し、ＣＯ２削減のため日夜地

道な活動が展開されているところであります。

　しかしながら、いくら立派な協議会や計画の

策定、努力があっても、町民の皆様一人一人の

意識と、あと一歩の行動がなければ到底なし得

ないものであります。

　自然に恵まれた中能登町を後世の子供たちへ

託すためにも、私たちのライフスタイルを早急

に見直すとともに、環境にやさしい町、中能登

町を目指し努力をしていきたいと思っておりま

す。

　次に、「地域グリーンニューディール基金」

の活用についてでありますが、国ではＣＯ２削

減計画への更なる取組みを支援するため、都道

府県や指定都市に「地域グリーンニューディー

ル基金」として、550 億円の財政支援を行うと

しています。　

　この基金の詳細な運用につきまして、県にお

尋ねしたところ、現段階では国からの詳細な説

明はないとのことで、具体的な回答を得ること

はできませんでしたが、地球温暖化対策や廃棄

物処理に係る事業の財源として、想定をしてい

るとのことでありました。

　当町といたしましても、環境を考慮した設備

投資や省エネ住宅など、「地域の活性化」と「低

炭素化・エコ化」を視野に入れながら、中能登

町としてエコ対策事業の推進に活用させていた

だくよう提案していきたいと考えておりますの

で、よろしくご理解のほどお願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　１点目の環境月間、

クールアースデーの取組みとして、先進都市で

は次のような事例もあります。７月７日はノー

残業デーとし、原則定時で退庁し、時間外勤務

を行わない。住民、また児童生徒に対し地球温

暖化を問いかける映画「北極のナヌー」の上映

など視聴覚に訴える、わかりやすく効果的な地

球温暖化防止への意識啓発を図っている。また、

ゴミ出しの優良事業者の表彰、なになに環境省

など表彰制度を取入れ、環境配慮への行動推進

の力としているなどです。当町としても良い事

例など参考にしながら、今後中能登町として、

主体的で特色ある温暖化防止活動の展開に一段

と力を注ぎ、取組んでいただきたいと思います。

　また、３点目の地域グリーンニューディール

基金の活用については、今まだ、国・県の方向

性がこれからということでありますが、まず地

域が主体性を持つことが肝心ではないでしょう

か。わが町では、「こんな取組みをやりたいの

です」と、県に働きかけるくらいの勢いを持ち、

中能登町のグリーンニューディールを是非とも
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積極的に推進していただきたいと思います。

　再度、当町の意気込みを、今一度お聞かせ願

いたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　中能登町の地球温暖化に対す

る姿勢は、県下でも何本かの指に入り、いろん

な面で頑張っていただいていると思います。学

校、家庭、行政、全てグラフ化して前年度前月

比較をしながらそれぞれに頑張っていただいて

おります。これにつきましても、皆さん方と議

論を交わしながら、積極的に県へも働きかけて

まいりたいと思います。そういう中で、「中能

登町はよくなっているな」と言われるように頑

張ってまいります。

○議長（藤本一義議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　環境分野のある専門

家は、環境崩壊を招くキッピングポイント、臨

界点が近づいています。金融崩壊は再生可能で

すが、環境崩壊は再生不可能です。是非、日本

版グリーンニューディールを強力に推進して下

さいと語っております。私も中能登町に嫁ぎ、

一番驚いたのは、夜の静寂に家の回りでホタル

が飛び交っている光景を目にしたことです。豊

かな自然に何とも心が癒されました。しかし、

ここ１、２年、そのホタルの姿をあまり目にし

なくなったように感じます。町長の力強いリー

ダーシップの下、町民に安心と活力を生み出す

町当局の今後の取組みを期待しております。こ

れからも沢山のホタルが飛び交う美しい中能登

町、そして豊かな中能登町であることを切に願

っております。

　それでは、２つ目の女性の健康支援・がん対

策について質問いたします。

　現下の厳しい経済状況の中、元気な日本とは、

何よりも女性の皆様が生き生きと暮らしていけ

る社会であると言えるのではないでしょうか。

　今回、2009 年度補正予算の成立を受け、女

性特有のがん検診推進事業がスタートいたしま

す。女性特有のがん対策は、女性の人生、そし

て生命を守る上で非常に重要な取組みです。こ

の事業では、全国で乳がん、子宮頸がんの無料

検診が実施されることになり、今回その対象者

は乳がんの場合、40 歳から 60 歳までを５歳刻

みに。子宮頸がんの場合は、20 歳から 40 歳ま

でを 5 歳刻みに、約 760 万人の方が対象となり

ます。対象者には検診手帳とともに、無料クー

ポン券が配付されます。いま、日本女性が最も

かかりやすいがんが、乳がんです。20 人に１

人が乳がんにかかるといわれ、亡くなる人も

年々増加し、今では１年間に約１万人がこの乳

がんによって死亡しております。その約半数が、

30 代から 50 代です。乳がんにかかる人は 30

代から 40 代にかけて急増し、ピークは 40 代後

半、閉経後は大丈夫、50 歳を過ぎたら乳がん

にならないということもありません。また、若

いからといって油断できません。乳がんは何歳

でもかかる可能性があります。家族や親戚に乳

がんがいない、出産、授乳経験があるから大丈

夫ということも言えません。乳がんにならない

と言える人は１人もいないのです。乳がんは、

乳腺に発生するがんでありますが、残念ながら

現在、乳がんの予防方法はありません。しかし、

早期発見であれば、90％以上の人が治癒できま

す。そこで、早期発見のためのセルフチェック、

そして検診が大切なのです。しかし、この早期

発見が半数にも満たない現状です。受診率の低

さが問題となっています。日本対がん協会が行

っている検診では、1,000 人がマンモグラフィ

ー検診をした場合、３人が乳がんと診断される

そうです。指触診検診だった４年前は、1,000

人が検診した場合、１人見つかるかどうかであ

りました。医師の指触診だけでは、３人のうち

の２人はがんが見つからないということです。

この２人のがんが見つかるというのが、マンモ

グラフィー検診であり、それがマンモグラフィ

ー検診をやっている意味になります。そしてい

ま、子宮頸がんが急増しております。子宮頸が

んは、子宮の入口にできるがんで、原因のほぼ

100％がヒトパピロマウイルスとウイルスの感

染によるものです。80％以上の女性が一生のう
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ちに一度は感染しますが、感染は一時的で、多

くの場合免疫力によってウイルスは自然に消え

てしまいます。しかし、まれに感染が長く続き、

がんに進行する場合があります。20 歳から 80

歳以上まで、幅広い年齢の女性が発症し、最近

は 20 歳後半から 30 歳代の若い女性に急増して

おります。進行がんになるまで自覚症状がなく、

このため発見が遅れ、国内では年間１万 5,000

人以上が発症し、3,000 人近くが亡くなってお

ります。感染した細胞ががん細胞になるまでに

５年から 10 年以上かかります。このがん細胞

になる手前の段階で発見し、治療を行えばがん

にはならないのです。ですから、子宮頸がんは

定期的に検診を受ければ、万一、発見された場

合でも小さな手術でほぼ 100％治すことができ

る病気なのです。検診が最大の予防法といえま

す。このように、乳がんや子宮頸がんなどは、

早期発見すれば、完治する可能性が高いがんで

す。しかし、その受診率はイギリス、アメリカ

の７割から８割に比べ、日本は２割という先進

国では最低のレベルです。特に 20 代の女性の

子宮頸がんの受診率は、わずか 11％にとどま

っております。今回スタートしたがん検診推進

事業が、検診受診率のアップに大きなはずみに

なるものと期待しております。

　女性が安心して社会で活躍でき、また、少子

化対策にも資する女性の健康を応援するため、

町長並びに当局の積極的な取組みに期待をし、

以下の３点についてお伺いいたします。

　まず、昨年 12 月の私の質問に対し、町は女

性のための健康パスポートの発行を検討してい

くとの答弁をいただきました。現在どのような

状況であるのかお聞かせ下さい。

　また、これまでの当町の女性特有のがん予防

への取組みも併せてお伺いいたします。

　２点目として、今回打ち出されました女性特

有のがん検診推進事業への当町の取組みについ

て具体的にお示し願います。

　そして３点目として、平成 18 年度の当町の

乳がん受診率、子宮頸がん受診率は、ともに

25.7％と県・国の受診率を上回ってはいますが、

国が平成 18 年度に策定した「がん対策推進基

本計画」では、平成 23 年度までにがん検診の

受診率を 50％以上にするとの目標を定めてお

ります。わが町の目標達成に向けた今後の取組

みについてお聞かせ下さい。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　この件につきましては、担当

課長より説明させますのでよろしくお願いしま

す。

○議長（藤本一義議員）　大森保健環境課長

　　〔大森一義保健環境課長登壇〕　

○大森一義保健環境課長　笹川議員のご質問に

お答えいたします。

　ご指摘の健康パスポートにつきましては、病

歴、妊娠、出産、健康診断などの健康記録のほ

かに、パスポートを通じました情報提供により

まして、病気の予防を目的としたものと伺って

おります。

　現在、中能登町におけます健康記録の手帳と

いたしましては、妊娠時に発行しております「母

子手帳」、それに 40 歳以上の方にお渡ししてお

りました「健康手帳」で、自己の健康管理を行

っております。

 しかし、健康手帳の記録には、健康診査の結

果が届いてから、自分で書き写さなければなら

ないという自己に任される部分がウエイトをし

めている現状でございます。

　このことから、今年度は実態を把握するため

の調査をさせていただき、健康パスポートのあ

り方につきまして、検討させていただきたいと

思っております。

　パスポートのもう一つの目的である情報の提

供でありますが、近年、健康情報がとても多い

うえに、めまぐるしく変わることなどから、一

時点での情報提供に留まることではなく、継続

した正しい情報の提供が必要とされます。

　そのためにも、今後は様々な媒体を活用する

ことにより、わかりやすい健康情報の提供に努

力していきたいと考えております。
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　次に、２点目でございます。女性特有のがん

検診推進事業の取組みにつきましては、今年度、

国におきまして、子宮頸部がんと乳がんに関す

る正しい健康意識の普及と、検診の促進及び早

期発見によりまして女性の健康増進を目指すこ

とを目的に、市町村における事業として整備さ

れたものであります。

　事業の内容といたしましては、子宮頸部がん

は、いま議員がおっしゃいましたとおり、20

歳から 40 歳、乳がんは 40 歳から 60 歳の女性

の方で、５歳ごとの節目に当たる方を対象とい

たしまして、検診費用が無料となる「クーポン

券」と検診手帳を配付し、受診への促進と健康

増進を目指す事業であります。

　当町におきましても、現在、クーポン券発行

のための準備を進めております。対象となる方

へは、がん検診の必要性について理解を深めて

いただくとともに、クーポン券を利用して、無

料で受診していただくこととしております。

　続きまして３点目でございます。がん検診の

受診の現状と取組みについてでありますが、平

成 20 年度の受診状況は、子宮がん検診の受診

者数が 912 人で、受診率は 26.7％。また、乳が

ん検診の受診者数は 1,014 人で、受診率は 27.5

％となっております。

　女性のがん検診につきましては、受診率向上

のため検診会場に子供さんを預けることができ

るようにしたり、女性がんだけの検診日を日中

の時間帯と仕事帰りの夕方の時間帯に実施して

おります。

　更に、今年度から特定検診も併せて受診でき

るように、女性総合検診日を設けることにより

まして、様々な年齢層の皆さんに配慮した検診

体制を整えております。

　今後は、子宮がんの検診ができる医療機関の

数を増やすことや検診期間を延長するなど、受

診しやすい体制の整備を進めたいと思っており

ます。

　また、今年度に実施されます「女性特有のが

ん検診事業」では、節目となる年齢の方々は検

診費用が無料となるわけですが、今後は、町で

の受診状況を参考にしながら検診体制の整備を

検討させていただきたいと思っております。ご

理解のほどよろしくお願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　女性の皆様からは、

検診は受けた方がいいんだろうけど、ちょっ

と・・・と受診に対して抵抗を感じていらっし

ゃる声をよく耳にします。女性が受診しやすい

環境づくりは、時間、場所、託児サービスなど

の物理的なものと同時に、精神的な環境づくり

も特に若い世代には重要かと思われます。この

ような点にも配慮をし、どうすれば女性の皆様

が安心して積極的に受診にのぞむことができる

のか十分検討し、取組んでいただきたいと思い

ます。

　今年、５月９日から全国で公開されました

「余名１カ月の花嫁」が大変な反響をよんでお

ります。24 歳で乳がんと戦った長島千恵さん

の実話です。「乳がん検診プロジェクト　余名

１カ月の花嫁　乳がん検診キャラバン」が、昨

年よりスタート。今年も「千恵さん号」は、桜

前線とともに３月末に沖縄を出発点とし、５月

22 日北海道の札幌会場まで 29 会場で「乳がん

検診プロジェクト」が実施されました。今回約

3,000 人の 20 代、30 代の女性が受診に参加し

ております。キャラバンを通して、早期発見の

大切さを啓発していきました。まず、誰もが乳

がんや子宮頸がんについて正しい知識を持ち、

早期発見の大切さを知る啓発運動が大切です。

ある自治体では、成人式を女性がん検診の大切

さを訴える最初のチャンスと捉え、検診を呼び

かける広告を印刷した「あぶらとり紙」を参加

者に配付し、大きな啓発運動となっております。

　そこで、当局が考えておられる具体的な啓発

運動をお聞かせ願いたいと思います。

　また、当町には、133 名の保健推進員が各区

におられます。まず、この保健推進員の皆さん

に乳がん、子宮頸がんについての知識を学んで

いただく場を設け、保健推進員の皆様にはご苦
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労をおかけいたしますが、各地区の今回の受診

対象者宅へ直接無料クーポン券等を届けていた

だき、検診を積極的に呼びかけていただくとい

う取組みを行ってはいかがでしょうか。町の対

応をお聞かせ下さい。

○議長（藤本一義議員）　大森保健環境課長

○大森一義保健環境課長　いま、議員ご指摘の

ことがありましたが、そういった事もまた含め

て前向きに検討させていただきたいと思ってお

ります。ご理解のほどよろしくお願いいたしま

す。

○議長（藤本一義議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　今回の女性の命を守

る大切な事業を、女性自身が総力を挙げて取組

むことは、大変意義のある活動だと思います。

是非、実施に向けての検討をお願いいたします。

　アメリカ、ヨーロッパなど、いま世界中で様々

な「ピンクリボン運動」が行われております。

ピンクリボンとは、乳がんの早期発見、早期診

断、早期治療の大切さを訴えるシンボルマーク

です。その結果、1990 年ぐらいから海外の乳

がん死亡率は大幅に下がってきました。しかし、

日本では、乳がん死亡率はまだ上がり続けてお

ります。アメリカ、ヨーロッパでは、乳がん検

診が 80 年代から盛んになり、90 年代以降は 50

％以上の方が受けるようになりました。検診受

診率が 50%を超えると、乳がん死亡率は下が

るのです。しかし、日本はまだ 20％という現

状です。これが 50％以上となったら日本の右

肩上がりの乳がん死亡率は下がっていくはずで

す。乳がん患者の多くが家事、育児に追われ、

自分の体を気遣う時間がなかったと語ります。

長い歴史の中でもそうですが、日本の女性は自

分のことをあと回しにします。「お母さんはあ

とでいいから」と、口ぐせのようによく言いま

す。この件についてはあと回しにしないで下さ

い。検診に行くことはとても大事なことです。

決して人ごととは思わないで、自分の回りの人

たちを連れて、是非検診に行っていただきたい

と思います。ご主人から「しっかり検診は受け

ろ」また、子供さんから「お母さん検診を受け

て」と、家族や友人、周囲の人の声かけが受診

への大きな後押しにもなります。助かるはずの

がんで苦しむ女性が１人でもいなくなることを

願っております。町の今後の力強い取組みを大

いに期待しております。

　最後に、地域に根ざした防災活動の充実強化

について質問いたします。

　自らの地域は自らが守る。住民を中心とした

地域防災体制の要として、消防団は地域の安全

確保のための大きな役割を担った組織でありま

す。現在、消防団の活動は、従来からの消火、

警防活動のほか、防火指導や予防啓発など多様

化しており、幅広い人材が求められるようにな

っております。また、最近は非雇用者団員の比

率が高くなり、地域防災力の低下が懸念されて

おります。こうした中、地域の安全確保という

消防団の役割を果たしていくためには、何より

も地域に根ざしているという観点からも、女性

の消防団への入団を促進し、地域の消防防災力

を総合的に高めることが求められております。

また、地域の主婦が中心となった消火器の使用

方法や災害時の応急措置等についての講習を行

い、万一の災害に備えた組織、「婦人防火クラ

ブ」という組織があります。地域によってはと

ても活発な活動が見られますが、消防団と自主

防災組織が地域防災において担う役割は異なり

ます。女性消防団員に期待されている主な役割

は、防災意識の普及啓発、防火指導及び火災現

場での後方支援などです。防火指導ではそれぞ

れの地域において、各家庭を訪問し、未然の火

災の発生を防ぐという防火の考え方の普及啓発

を行うことになっております。特に、災害の発

生に気づかないまま逃げ遅れ、生命の危険にさ

らされる可能性が高い独り暮らしの高齢者への

フォローは最重要視されています。女性消防団

員の場合、男性と違い、相手に与える印象もソ

フトで訪問も柔軟に受け入れられ、防災に関す

る知識を確実に伝えることができると、その役

割はとても重要視されております。また、実際
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の火災現場では、救出活動において、隣近所の

家族構成など、地域事情に詳しい女性の特性を

活かし、逃げ遅れた人はいないかどうかなどの

情報収集に積極的に活躍することも期待されて

います。

　そこで、地域に根ざした防災活動の充実強化

にあたり、以下の２点についてお聞きいたしま

す。近年、火災に加え大地震、ゲリラ豪雨など

様々な災害が多発しております。また、一方で

高齢者世帯、独り暮らし世帯が増加し、地域で

求められる消防団の役割も大変大きなものとな

ってきております。

　そこで、１点目として、現在の中能登町の消

防団の現状と課題についてお聞きいたします。

　２点目は、女性消防団の充実についてです。

現在、中能登町にも３名の女性消防団員が活躍

されています。平成 19 年に七尾鹿島広域圏と

して女性消防団が結成されスタートしたわけで

すが、現在その数は９名です。私も団員の１人

として活動させていただいております。スター

トから僅か２年で、まだまだ活動もこれからと

いったところですが、中能登町でもこれまでに

防災訓練をはじめとし、火災警報器設置の啓蒙

活動、大型店等の年末の巡回指導、そして高齢

者宅の防火指導等と３人の女性消防団によって

行われてきました。女性消防団の活躍の場の広

さを実感いたします。消防庁では、女性消防団

の役割を重視し、女性団員数の増加を積極的に

推進しております。市町村ごとに、消防団員総

数の少なくとも１割の女性消防団の確保を図る

ことを目標として取組んでいます。中能登町で

は、男性消防団員が現在、約 90 名おられると

聞いております。女性消防団の増員はどのよう

に考えておられるのでしょうか。２点目として

女性消防団の充実について町長のお考えをお聞

かせ下さい。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　まず、１点目の消防団の現状

と課題についてお答えいたします。

　中能登町管内の第２消防団は、越路、滝尾、

御祖、鳥屋、鹿西の５分団で構成されておりま

す。団長をはじめ 91 名の団員の皆さんが、日々、

町民の皆さんの安心・安全を守るために活動さ

れております。

　しかしながら、近年、社会環境の変化等から、

団員の高齢化やサラリーマン化により、団員の

確保が重要課題となっており、現在の団員数は

定員を２名下回る 91 名となっております。

　これまでも、区長さんをはじめ、いろんな方々

を通じて消防団への参加要請を呼びかけてきま

したが、定員数の確保には至ってはいない状況

であります。

　今後は、より積極的に消防団への参加を呼び

かけていき、団員の確保に努めていきたいと思

っております。

　また、各地区の自主防災組織との連携のもと、

町全体の防災意識の高揚を図り「災害に強いま

ちづくり」を更に推し進めていきたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。

　次に、女性消防団についての質問であります

が、現在、第２消防団の女性は３名です。その

うちの１人、笹川議員にも頑張っていただいて

いるわけでございます。

　女性消防団員に必要とされることは、女性な

らではの視点における地域活動であります。

　火災時の対処も重要ですが、火災を発生させ

ないための普段からの火災予防、防火思想の普

及啓発も大変重要であり、高齢者家庭への訪問

や警戒時における広報活動及び後方支援などで

あると考えております。

　ご承知のとおり、町では女性消防団の底辺と

なる鳥屋地区と鹿西地区には、女性防火クラブ

の活動支援費を毎年予算化しております。

　笹川議員の意見につきましては、七尾鹿島広

域圏での協議の場で働きかけていきたいと思っ

ておりまして、私も女性の消防団員は大変重要

であると思っております。今後とも、これにつ

きましても努力してまいります。

○議長（藤本一義議員）　笹川広美議員

○２番（笹川広美議員）　中能登町では、女性
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消防団の存在は、まだまだ町民の皆様に認知さ

れていないものと思われます。女性消防団が誕

生して本当に良かったと、町民の皆様から喜ん

でいただけるよう、私たち女性消防団も頑張っ

てまいりたいと思います。杉本町長におかれま

しても、地域に根ざした防災活動の充実強化に

向け、力強いリーダーシップを発揮され、取組

んでいただきたいと願っております。以上で私

の一般質問を終わります。

○議長（藤本一義議員）　ここで、休憩といた

します。

　再開は、午後２時 40 分といたします。

午後２時 33 分休憩

午後２時 43 分再開

○議長（藤本一義議員）　再開いたします。

　次に、20 番　杉本平治議員

　　〔20 番（杉本平治議員）登壇〕　

○ 20 番（杉本平治議員）　それでは、今議会

にあたりまして質問をさせていただきます。通

告をしてあるわけでありますが、通告の順番は

その通りでなくて、私の考えで質問させていた

だきます。

　まずはじめに、地域活性化・経済危機対策臨

時交付金について。

　昨年度、２次補正で使い勝手が良いとされた

地域活性化・生活対策臨時交付金 6,000 億円と

同じ仕組みで、新たに今度１兆円を交付される

ことになりました。

　中能登町には、３億 6,200 万円算定されてい

ると考えております。この金額については、今

後、数字的には移動するかもわかりませんが、

私のところへ届いている資料によりますと、

３億 6,200 万円でございます。

　まず、お聞きいたしますが、この交付金につ

いて、行政側としてどのような使途を現在、町

としてヒヤリングしておるのか。

　総務省の財政課長の内観が支出されていると

考えておりますが、今後、この３億 6,200 万円、

数字的には大変大きい数字でございます。他の

町のことは特別関係ないと思いますが、宝達志

水町は２億 4,200 万円、穴水町は２億 800 万円。

このように能登におきましても、中能登町は市

と違って、町の中では本当に金額的にも大きい

と思うんです。今までの質問の中に、各議員も

触れられたものがあります。温暖化対策。

　総務省の内観では、１番目に地球温暖化対策。

２番目に少子高齢化社会への対応。３番目に安

全・安心の実現。そして４番目に、その他とし

て町独自のいろんなもの。そういう４つの点に

分けて、この３億 6,200 万円を中能登町は具体

的にこれから使って、町民の皆さん方から喜ば

れるまちづくりを行う、そういうことが求めら

れているのであります。この点につきまして、

現在のヒヤリングの内容を具体的にどう考えて

いるのか答弁を求めたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　杉本議員の質問にお答えいた

します。地域活性化・経済危機対策臨時交付金

につきましては、現時点で交付限度額見込みと

いうことで、議員の言われました３億 6,200 万

円が示されております。この額につきましても、

議員も言われましたけれども、他の町からみれ

ば大変多く喜んでいるところでございます。

　この交付金制度は、地球温暖化対策、少子高

齢化社会への対応、安全・安心の実現、その他

将来に向けた地域の実情に応じた地域活性化に

資する事業、または経済危機対策に要する費用

に対し交付され、そして、速やかな実施が求め

られているのでございます。

　現在は、各課からの事業の取りまとめ中であ

りますが、事業の内容につきましては、いまの

ところ、通常の町道、林道の改修事業等の前倒

し、福祉施設の改修、町有バスの更新などのほ

か、地域の活性化に資する事業に充当していき

たいと考えております。

　今後、議会の皆様方とともに、十分な協議を

経たうえで、この制度の趣旨に従い、９月の定

例会には予算案を計上させていただき、なるべ

く早い時期に事業が執行できるように作業を進
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めてまいりたいと考えておりますのでよろしく

お願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　杉本平治議員

○ 20 番（杉本平治議員）　それでは引き続き、

同様の問題点についてお聞きいたします。先ほ

ど申しましたように、昨年度、地域活性化・生

活対策臨時交付金という名目で支給されている

わけでありますが、その内容等については、細

かく総務省の方に、例えば、緊急雇用創出事業

の基金に拡充しようということで全国に 3,000

億円。もう一つは、政府の追加公共事業の地方

負担分の軽減分及び地域の公共事業のための交

付金として１兆 3,790 億円。子育て対策といた

しまして、安心子ども基金の拡充に 1,500 億円。

これはいま、全国的にやかましくいわれている

保育所の耐震化整備の補助金。それから、妊産

婦の産前の支援事業。病後児保育の実施促進な

ど。一人親家庭等の拡充の強化。そして、介護

施設等の整備、介護職員の処遇改善に緊急整備

として 3,011 億円。これは３年間にわけて、こ

のようなものを政府の方は支出しようとしてい

るわけであります。

　また、先ほどの話の中にも出ておりました、

介護職員の処遇改善交付金 3,975 億円。これは、

全額国庫負担として地方自治体に支給するとい

う、そういう一つのものがあるわけであります。

６番目にその他として、森林整備過疎化林業再

生事業に 1,238 億円。こういうものを交付金の

中に整備されておりました。私は、あとに言い

ました、森林整備過疎化林業再生事業に私も森

林組合の方へ申請いたしました。この適用を受

けて山林の整備をいたします。このように、今

日までいろいろな対策が、いまの麻生総理の中

に選挙目当てとしてばらまきが行われているわ

けでありますね。それを、ばらまきを批判する

のは簡単ですが、どうであろうとそのお金が地

方自治体に流れてくるということになります

と、今日まで、こういうお金が流れてきたのを、

中能登町はどのような中で消化してきたのか。

これらについても答弁を求めたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　永源参事兼総務課長

　　〔永源勝参事兼総務課長登壇〕　

○永源勝参事兼総務課長　現在までに経済対策

臨時交付金といたしまして、平成 20 年、国の

補正予算第１号といたしまして、地域活性化・

緊急安心実現総合対策交付金として 1,014 万

5,000 円がきております。その交付金につきま

しては、御祖小学校、鹿島中学校の耐震工事の

補助裏の財源の一部として使わさせていただい

ております。

　また、平成 20 年、国の補正予算第２号とい

たしまして、定額給付金といたしまして、３億

1,817 万 7,000 円がきております。これにつき

ましては、４月から町民の皆様方にお配りして

いるものでございます。

　また、３番目といたしまして、子育て応援特

別手当交付金として、1,167 万 1,000 円が当町

の方へきております。これにつきましても、４

月から順次お配りしているものでございます。

また、20 年度の繰越事業となっておりますが、

地域活性化・生活対策臨時交付金として、１億

9,797 万 5,000 円がきておりますので、この交

付金につきましては、町道の整備、良川駅周辺

整備、老人福祉センター「ゆうゆう」の改修、

介護用リフト車購入、町内の商品券の販売事業、

テキスタイル・ラボ空調改修事業等々に使わさ

せていただいております。

　そして今回、議員ご質問の地域活性化・経済

危機対策臨時交付金として３億 6,210 万円がく

るものでございます。

○議長（藤本一義議員）　杉本平治議員

○ 20 番（杉本平治議員）　それでは、質問を

変えて次の問題に移りたいと思います。

　通告してあるのは、中能登町の人口問題につ

いてということでございます。趣旨は、少子化

の問題について町の見解を求めたいのでありま

す。

　６月２日付けの県内有権者の市町村別により

ますと、県全体で 172 人の減であり、能登市町

は 480 人の減少であり、加賀は 189 人が増加と
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いうことで新聞発表をしておりました。新聞の

中身でみますと、この傾向は年々顕著になって

いるということは、能登の人口の減少は、これ

から益々増えてくるであろうと。こういうこと

です。その中で、中能登町の減少人数は１桁で

あります。能登に入りまして、宝達志水町から

能登に入るわけでございますね。宝達志水町か

ら能登、羽咋市も入れて。あとはどの町も市も

50 人以上の人口減少です。２桁なんです。中

能登町は、何故に１桁に抑えられたのか。これ

は悪いことではなく、いいことなんです。行政

の執行の中で、私は、こういう中能登町の現状

を、町長は現在、どう取りまとめているのか。

中能登町が１桁に収まっている原因はどこにあ

るのか。どう判断しているのか。町長の見解を

求めます。

　この前、県へ行ったら、知事は「中能登町は

本当に頑張っている。人口減少率は能登で１番

少ない」そう発言されました。中能登町へは知

事から余分なお金はきていないんですよ。人口

減少が１桁で収まっているということは、中能

登町の諸政策、いろんなものがあるかと思いま

すね。それらがこの数字に表れていると思うん

です。

　次、２点目。６月４日の新聞報道です。大き

く出ておりました。出生率、全国で 1.37 ポイ

ント。３年連続で上昇ということになっている

わけであります。この新聞では、出生率は 08

年度は 1.37 ポイントで、前年度と比較いたし

ますと 0.03 ポイント上回ったと発表している

んです。それで、町長にお伺いしますが、中能

登町の 08 年度の出生率は 07 年度に比べて、ど

れだけの増え方なのか。子供さんが中能登町に

増えているのか。答弁を求めたいと思います。

　高齢化率は能登では高いですから、どうして

も自然減が必然であります。年寄りが多いです

から、死んでいけば当然、自然減になるわけで

ありますね。そうしますと、年寄りの人口減を

食い止めるには、それを上回る出生率を確保し

なくてはいけない。そうしなくては、中能登町

は段々と人口は減ってくるわけですね。いま、

女子の出生年代は 30 歳代といわれております。

この新聞にもこのように出ておりますが、私が

結婚した時は、男も女もみんな 20 歳代で結婚

しているんですね。いま 30 歳代ということに

なりますと、一生の間に子供を産む年月という

のは狭まってくるわけですね。20 代に結婚す

るのとは違って。私はそれらについて町はどう

考えているのか。何故にこのようになったのか。

これは、結婚適齢期の方が女の人も男の人も勝

手に延ばしてそういうことになったのか。この

点を町長はどう考えいるのか。

　新聞では 20 歳代では結婚しても、結婚生活

が継続できないと。社会状況がいまそういうも

のではない。雇用の問題もありますね。そうい

うことが新聞に出ておりました。もう一つ、出

産について女性の方は躊躇されている。なかな

か出産については、簡単なわけには、昔と違っ

て、核家族の中で躊躇されている。私、町長に

一番求めたいのは、少子化対策を中能登町はど

うしていくか。このことを真剣に考えてほしい

んです。

　公共事業で道路、町内を整備していく。利用

する人口が減ったのでは何もなりませんね。こ

の前、無駄な公共事業ということで、テレビで

報道しておりました。大きな道路を作って、行

ったところは行き止まりになっている。過疎地

域だということで。減少集落ということで。必

要がなくなったということで。道路を作ったん

ですけれど、行き止まりにしてしまった、国は。

私は、中能登町におきましても、道路整備も必

要ですよ。だが、道路ができて、それを利用す

る人口が毎年減ってくるのでは、これはまちづ

くりとはいえないと思うんです。中能登町とし

て、今日まで独自で医療費の無料化、中学卒業

まで行いました。これも、いまの１桁の人口減

に繋がっていると思うんです。それから、子供

の祝い金支給を行っております。これも少子化

対策でなかろうかと考えております。

　次に私が求めたいのは、働く女性の仕事と子
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育てを両立する、そういう施策を町として、経

済的にも援助をしていく。そういうものが必要

ではなかろうかと考えております。行政として

応援をしていく。そういう女性の方の悩みを解

消する。結婚したら女の方は職場をやめざるを

得ないという風潮は、田舎ではよくありますね。

子育てと仕事と両立しない。特に核家族の中で、

子供をみてくれないということになりますと、

それが大きく左右される。そうしますと、両立

できる支援策を、いま以上に町は考える必要が

あるのではないか。３点ばかり聞きました。町

長に中能登町の現在の子供の産まれているポイ

ントはどうなっておるのか。それから、中能登

町が１桁に人口減が収まっているのは何が原因

だと考えているのか。３点目に、これからの町

の施策、これに対する施策として独自のものを

どう考えていくのか。この３点についてお願い

いたします。

○議長（藤本一義議員）　杉本議員、この項目

の中で、高齢化について載っておりますが、そ

れも続けて質問して下さい。大項目の中ですか

ら。

○ 20 番（杉本平治議員）　高齢化の問題につ

いては、介護保険の運用の中で述べたいと思い

ます。

○議長（藤本一義議員）　ちょっと休憩します。

　通告の中で、大項目で、いつものルール通り

でいきますと、人口関係はいまの少子化と高齢

化の問題の２つが１、２となっておりますから、

片方だけ終わりましたね。高齢化もお願いしま

す。

　再開します。

○ 20 番（杉本平治議員）　中能登町の高齢化、

いろんな意味で、中能登町ではいろんな施策を

とっておりますね。だが、それらについて、今

後もう少し、現状の高齢化対策、例えば検診の

拡充。そういうことについて、安心して年寄り

が暮らせるまちづくり、その反面、人口減が１

桁に収まることになるわけでありますから、私

は行政として、その点について今後独自のもの

をどう考えていくのか答弁をお願いいたしま

す。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　まず、一番最初に中能登町の

出生率はどうなっているかということでござい

ます。1.3 とかというのは、これは特殊出生率

でありまして、本当の出生率は 1,000 人のうち

に何人産まれているかということで答弁をさせ

ていただきます。

　中能登町では、平成 17 年が 7.3、18 年が

7.6、19 年度が 7.7 ということで、少しずつ増

えております。宝達志水町以北では、数が増え

ているところはないのではないかと思っており

ます。そういう中で、先ほどお話もありました

ように、マイナス２と出たのが中能登町だけで

ございます。国立社会保障・人口問題研究所が

平成 20 年 12 月時点で調査をいたしました人口

推計によりますと、中能登町の人口は平成 17

年は１万 8,959 人、平成 22 年は１万 8,457 人、

平成 32 年は１万 6,855 人、平成 47 年は１万

4,018 人と推計されるという数字も出ておりま

すけれども、この数字にいたしましても、能登

地域においては一番減少率の少ない数字となっ

ております。

　そういう中で、中能登町では出産祝い金や中

学生までの医療費の無料化などの少子対策、ま

た分譲宅地造成事業による人口定住化対策を講

じてまいりました。

　しかし、中能登・奥能登地区では減少指数が

最も低い数値が示されているものの、残念なが

ら人口の増加までには至っていないのも現状で

ございます。

　今後の中能登町の人口減少対策といたしまし

ては、学びの場と働く場の充実が必要であると

考えております。

　また、現在計画を進めております「統合中学

校」を実現し、良質な教育環境を確保するとと

もに、特産品づくりや販売拠点づくりにも、よ

り生きがいをもって働く、そういう場を確保し

なければならないと思っておりますし、また女
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性の皆さんが働く場所、子育てしやすい保育関

係など、いろんな施策もこれからしていかなけ

ればならないと思っているところでございま

す。

　２点目の高齢化についての質問もありました

高齢者の実態の把握はどうなっているかとの質

問でありますが、当町における 65 歳以上の高

齢者の方は４月１日現在で 5,599 人の方がおい

でます。

　なお、高齢化率は 28.4％であり、今後も年々

高まるものと予測されます。

　次に、高齢者の世帯数についてでありますが、

独り暮らしの方が 696 世帯、高齢の夫婦世帯の

みの方が 806 世帯、若い方と同居されている方

は 2,281 世帯であります。

　また、町で把握しております在宅の要援護の

高齢者の方につきましては、寝たきりの方が

161 人、認知症の方が 205 人、虚弱な方が 205

人という状況であります。こういった方々には、

介護保険制度によるホームヘルプサービスや、

町単独事業の配食サービスなどを利用されるこ

とにより、生活の実態が把握できるよう努めて

おります。

　また、民生委員さんや老人福祉連絡員さんに

も、見守りや安否確認を行っていただいている

ところであります。特に民生委員さんには、独

り暮らしの高齢者の方に季節に応じた配食サー

ビスを実施するなど、地域での高齢者等の現状

の把握に努められ、心配な高齢者の方につきま

しては、特に目を配っていただいております。

　町におきましても、昨年７月から「ほっと安

心サービス」を開始いたしております。

　このサービスは、ご家庭に設置してあります

音声告知端末を利用し、ボタンひとつで、登録

してある親族や友人宅のＩＰ電話にメッセージ

が、また携帯電話には、メールによる連絡が届

くサービスであり、今後も普及に努めてまいり

たいと考えております。

　そのほか、要介護認定者の増加を防止するた

め、早い段階からの健康づくりや生きがい活動

を支援する、総合的な介護予防事業を実施する

とともに、地域包括支援センターに、高齢者に

関する総合相談窓口を設置し、必要に応じた介

護保険サービスや、福祉サービスを提供するな

ど、今後も関係機関と連携、協力をしながら、

高齢者の方が安心して暮らしていけるよう実態

の把握に努めてまいりたいと考えております。

○議長（藤本一義議員）　杉本平治議員

○ 20 番（杉本平治議員）　高齢化の問題で話

が出されました。中能登町は 65 歳以上の方が

5,599 人で 28.4％。その中で、独り世帯の方が

696 世帯、夫婦で生活している方が 806 世帯。

こういう数字を出されましたね。基本的に私が

考えているのは、中能登町の合併、石川県内に

おきましても、特に能登におきまして、中能登

町の３町の合併が、合併自治体として成功した

町だと私はいま思っているんですよ。中能登町

に消滅集落も数少いです。限界集落といわれて

いる所も数は少ない。合併した七尾市へ行きま

すと、中島町の所々に限界集落、消滅集落とい

うのが点在していますね。志賀町へ行ってもそ

う、能登町へ行ってもそう。私は適正な規模で

合併した中能登町、それがいま行政の中で、効

果を現していると思うんです。中学校卒業する

まで医療費の無料化、大事なことでなかろうか

と思いますが、一番大事なのは、「町民に常に

目の届く行政を行う」それが一番大きいと思う

んです。そうしますと、この中能登町の範囲と

いうのは、鳥屋の庁舎におりましても、大体目

が届く。職員の方も集落のことは大体頭の中に

入っているという。それが現在の中能登町の中

での安心して生活・暮らしができる、そういう

ものがいま町民の中にあるのではないか。その

上に分譲宅地とかいろんな施策をやっておりま

すけれども、移り住んでも安心して生活できな

いのでは、どれだけ宅地を造成しても入ってこ

ないと思うんです。私は、そういう点につきま

して、この合併の中で、能登へ入りまして、中

能登町の合併は、振り返ってみると、いろんな

意味で行政が目の届く範囲内のシステムが構築
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されているということが一番大きいのではない

かと思っているのです。だから、いま私が言い

ましたように、こういう面について町長も副町

長も、そういう意味で目の届く行政づくり。「在

江のばあちゃんはどうしているかいな」「廿九

日のとうちゃんはどうしているやろ」そんなこ

とが職員の中で目の届く、そういう安心できる

行政づくりが必要ではないかと思うのです。こ

れがいまの中能登町の現状、１桁に収まってい

る現状。町長は何年後かの人口を言われました

が、それはあくまでもデータです。１万 4,000

人を逆に増やせばいい。それだけの努力を私は

求めたいと思います。

　それでは次、介護保険の現状と中能登町に望

む諸政策について町長の見解を求めたいと思い

ます。10 年前の 2000 年にスタートしました介

護保険。１点目、町長に求めたいのは、介護保

険は何の目的を持って作られたのか。町長は目

的をどう考えているのか。保険に医療保険と介

護保険がありますね。風邪をひいたらかかるお

医者さんは医療保険。介護保険は介護をしても

らうためにかける保険。40 歳からかけている

わけですね。この介護保険の目的を町長はどう

考えているのか。いま介護保険を含めて社会

保障費は、小泉内閣以来麻生さんまで、毎年

2,200 億円の社会保障費の削減を行ってまいり

ました。骨太方針に改めてこれを確認したそう

です。2,200億円を削減するのを。そういう中で、

町はどのように、町長は介護保険という制度を

考えているのか、これは１点目です。

　次に、2006 年、2009 年に介護保険制度が改

正されました。町民の方々が「いままで要介護

１だったが要支援になった」「保険で電動車を

利用できたけれども、要支援になったら利用で

きなくなった」町の方から「レンタルか、自分

で買い求めてくれ」と言われた。そういうこと

が言われまして、私はこの点について、この介

護の中で現在、私の介護保険の目的は、介護保

険を利用して自立することを考えているのが介

護保険ではないかと思うんですよ。そうします

と、それらをカットすることによって、自立を

抑制することになりはしないか。担当課でもよ

うございます。町長、どなたでもよいですが、

改正の中で要支援というのがいままで一つしか

なかった。次、要介護１から５まで。それが、

要支援が１と２に分かれ、要介護が１から５に

なったわけですね。その中で、要介護の方々で

要支援に引き下げになった方がおられるんです

よ、中能登町で。この 2008 年の議員ハンドブ

ック、2009 年のものは作るそうですけれども、

2008 年のものには要介護認定の状況というの

があり、平成 20 年４月１日現在が一覧表に出

ておりますね。これを元に聞くんですよ。これ

を見ましても、要支援、要２の方々が数字は小

さいけれど増えて、要介護の方が減っておるん

です。お聞きしますが、21 年度はどういうこ

とになっているのか。要介護の方々が要支援１、

２に引き下げになった数字。それを求めたいと

思います。

　次に、介護というのは、医療保険と違って、

保険証１枚で風邪ひいたから注射うってもらう

わけにはいかない。介護保険を使うときは、保

険をかけておりましても、審査会というものを

通らなければならない。中能登町は平均して介

護保険料は 4,300 円ですね。掛け捨てになるわ

けです。そうでしょう。利用できないのであれ

ば。審査会を通らなければ。お聞きしたいのは、

審査会の第１次判定としてコンピュータで行う

そうでございます。今度の改正でいままで 82

項目をコンピュータで、聞き取り調査をしてお

りましたのが 74 項目に狭めたそうでございま

す。そして、もう一つ大事なことは、コンピュ

ータの１次判定の調査を厚生省の方は重要視せ

よと。そういうことを指導しているそうでござ

います。例えば、役場の調査員が来て、「とう

ちゃん、あんた耳聞こえるかいね」聞こえなく

ても我を出して「おれは聞こえるわいね」と言

う。それで１次判定のコンピュータに「聞こえ

る」というのが入ってしまうわけです。そうい

うことがあるということで、第２次判定で専門
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家、ヘルパーさんやケアマネージャー、お医者

さん等が第２次判定をするわけですね。そして

具体的なものを調べて介護保険を利用できるよ

うにするという。この点について厚生省は、６

月２日の朝日新聞の記事なんですよ。参議院の

厚生労働委員会で、この制度の改悪によりまし

て、先ほど言いました、年間 284 億円から 384

億円を削減できるということを内部文書で明ら

かにしていたということが国会の中で判明いた

しました。

　私がお聞きしたいのは、中能登町におきまし

て、ハンドブックに出ているように、47 ページ。

要介護認定状況。この数字、21 年度はどうな

っているのか。支援の方が増えているのか。そ

こら辺の数字の報告を願いたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　介護保険制度は、急速に加速

する超高齢化社会の介護問題に、国全体の問題

として取組むという目的から、平成 12 年４月

から市町村を保険者としてスタートいたしまし

た社会保険制度であります。

　介護保険法には、「共同連帯の理念」という

言葉が使われております。そして、介護保険制

度の理念には、「家族による介護から社会によ

る介護へ」ということがうたわれました。つま

り、介護が必要な人が家族にいなくても、みん

なの問題として考えていくということで介護保

険制度が作られたものであります。

　町の第４期介護保険事業計画の策定にあた

り、住民意向調査を実施した結果、介護保険制

度をよりよいものにするために、特に力を入れ

るべきことは、「介護保険料やサービス利用料

の負担軽減に努める」が 45.7％と高い割合を示

しました。

　介護保険料は、各自治体が３年ごとに要介護

認定者数、介護サービスの質や量、施設整備目

標などに応じて見直してきました。今年度の改

正で県内 19 市町の介護保険料の平均月額基準

額が 87 円引き上げられまして、4,635 円となり

ましたが、中能登町では、介護従事者処遇改善

臨時特例交付金を活用し、介護給付費準備基金

の取り崩しを行って、増額幅を抑え、介護保険

料の月平均基準額を4,300円に据え置きました。

　町では、今後の膨張する介護給付に対応する

ため、高齢者を対象にした介護予防教室、町内

に 30 地区ある地域サロンを活用して、高齢者

が少しでも長く健康長寿を維持し、地域におい

て自立した生活を送ることができるよう、健康

づくりから介護予防まで一貫した取組みを更に

推進していきたいと思っております。

　また、平成 21 年４月から申請された方にか

かる介護にかかる手間を、より正確に反映する

ために、要介護認定の方法の見直しが行われま

した。

　しかし、今回の見直しにより「軽度に認定さ

れるのではないか」などの不安が生じていると

の指摘もあり、国では、利用者、家族の代表や

専門家による「検証・検討会」を設けて、きち

んと検証を行うことにしております。

　そのため、安定的な介護サービスの利用を確

保する観点から、「検証・検討会」の結果が出

るまでの間、更新前の要介護度とする希望があ

れば、異なる結果になる場合でも更新前の要介

護度のままにすることが可能になる、経過措置

を行うことになっております。

　町でも、更新時に申請書と一緒に「要介護認

定等の見直しにかかる経過措置希望調書」を提

出していただき、従来どおりの要介護度を希望

されるかどうかを確認させていただいておりま

す。

　現在のところ、要介護認定等の見直しについ

ては、サービス利用者の家族などからの苦情は

聞いておりません。

　町としては、今後とも経過措置に加え、今回

の要介護認定方法の見直しに際し、利用者が不

安を抱くことがないように、利用者に対して丁

寧な説明や認定調査について万全を期してまい

りたいと思っておりますのでご理解をいただき

たいと思います。

　詳細につきましては、担当課長から説明させ
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ますのでよろしくお願いいたします。

○議長（藤本一義議員）　坂井福祉課長

　　〔坂井信男福祉課長登壇〕　

○坂井信男福祉課長　杉本議員のご質問にお答

えさせていただきます。

　要介護認定の状況についてでございますが、

４月１日現在の数字でございます。平成 20 年

度は要支援１の方につきましては、100 名でご

ざいました。平成 21 年度につきましては 95 人

となって、５人減となっております。要支援２

の方につきましては、20 年度は 103 人、21 年

度は 110 人ということで、７人増加しておりま

す。要介護１から要介護５までの人数でござい

ますが、671 人から 703 人ということで、32 人

増加となっている状況でございます。

　それから、４月からの見直し後の判定状況に

ついてでございますが、４月１日以降、受付け

分で、４月 30 日から６月４日までの審査会で

の判定件数は 110 件でございました。その内、

更新にかかる件数は 84 件であります。更新前

の認定との比較でございますが、更新 84 件の

うち、前回認定と同等と判定された方が 36 件、

全体の 42.9％を示しております。軽度と判定

された方が 25 件、29.8％の割合でございます。

重度と判定された方が 23 件、27.3％でござい

ました。

　また、要介護から要支援へと軽く判定された

方につきましては、２件ございました。コンピ

ュータによる１次判定では、軽度に判定される

傾向があり、見直しの影響はあると思っており

ますが、２次判定におきまして、状態を良く見

極め、要介護状態区分の判定を行っております。

そういったことで、25 件が１次判定より重度

と判定され、81 件が同等、４件が軽度と判定

されております。

　先ほども町長が申し上げましたが、国では、

今回の結果を踏まえ、今後も安定的な介護サー

ビスが確保されるよう、利用者、家族の代表や

専門家による「検証・検討会」を設けて検証を

行うこととなっております。

　いずれにいたしましても国の制度上のことで

ありまして、これらの「検証・検討会」の経過

を見守っていきたいと思っております。

○議長（藤本一義議員）　杉本平治議員

○ 20 番（杉本平治議員）　あと６分でござい

ますけれど、ただいま、町長と担当課長の発言

からあった内容、従来の介護を受けておられる

方々につきましては、軽度に認定されても、そ

の方々の意向をくんで、要支援２であっても要

介護１の方にランクづけをするという。そうい

う一つの介護保険の趣旨に合致した運営をして

いくという答弁をいただきました。積極的に、

そういう面について住民の声に応えてあげてい

ただきたいと思います。

　先ほど、介護保険料 4,300 円といわれまし

たが、石川県の一覧表を見ましたら、穴水が

4,000 円なんですね。旧の輪島は 3,800 円。中

能登町は4,300円で値下げしなかったんですね。

胸を張っていたのだけれども。もっと安いとこ

ろがあるわけです。胸張るのもいいですが、そ

ういうところもあるということを一言だけ。

　最後に核の問題について、５分の時間内に発

言しておきたいと思います。これは要望でござ

いますから、答弁はいりません。

　先般、中能登町へ「核兵器廃絶」の問題で訪

問いたしました。皆様方に大変お迎えをしてい

ただきまして有り難うございました。このこ

とにつきまして、初めて私も知ったんですよ。

町長、太陽の表面温度は何度だと思いますか。

6,000 度だそうです。それで地球を照らしてい

ます。

　広島と長崎に落とされた原爆。私は行ってき

たんですけれども、500m の上に１万 2,000 度

の熱の原爆が落とされたわけですね。私は、こ

れでは大変だと思うんです。

　いま、北朝鮮が核兵器の問題で騒がしいです

ね。町長にお願いしたいのは、日本政府も抗議

いたしましたね。北朝鮮に対して。衆議院の国

会でも決議をいたしました。６カ国協議に早期

復帰せよと。最後に町長にお願いしたいのは、
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中能登町といたしましても、積極的にこの問題

について意思表示をするということ。北朝鮮に

対しまして。その意思があるかどうか。町長の

答弁を求めます。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　北朝鮮に対しましては、私も

大変遺憾であると思っておりますし、テポドン

が日本に向けて、200 発がいつも向いていると

いうことも聞いております。また、核実験、言

語道断でございます。私も断じて許してはなら

ないと、そういう気持ちでこれからもアピール

していきたいと思っております。積極的にして

まいります。

○議長（藤本一義議員）　杉本平治議員

○ 20 番（杉本平治議員）　この問題について

は、私は、広島と長崎へ行ってきたんですよ。

爆心地へ。声を高くして言われるのは、原爆を

落とされたのは日本の国だけなんですよ。その

権利はあるわけです。是非とも、この被爆国日

本の、われわれの気持ちを北朝鮮に抗議する、

世界に伝える。町長にはその運動の先頭に立っ

てしていただきたいということを最後に要求い

たしまして、時間でございますので終わる次第

でございます。有り難うございました。

○議長（藤本一義議員）　次に、５番　宮下為

幸議員

　　〔５番（宮下為幸議員）登壇〕　

○５番（宮下為幸議員）　それでは一般質問を

行いたいと思います。今回は１点だけというこ

とでお願いしたいと思います。

　質問事項は、雇用情勢及び基幹産業について。

１．緊急雇用創出事業ふるさと雇用再生特別基

金の委託先は、事業とは。２．町内企業の現況

を把握するための景気動向調査はしているの

か。３．町内企業においての従業員の削減状況

は。４．町民税の今年度の減額金額はどれくら

いになるのか。５．基幹産業である繊維産業の

実態は。６．今後の繊維産業の取組み方につい

てどう考えているのか。７．地域資源を活かし

た地域産業の活性化とは。７に関しまして、農

のことはいいです。繊維のことだけでお願いし

たいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　宮下議員の質問にお答えいた

します。１番目の緊急雇用創出事業、ふるさと

雇用再生特別基金の委託先はということにつき

ましては、武田議員のときにもお答えいたしま

したように、失業者に対して次の雇用までの短

期の雇用、就業機会の創出を行い、生活の安定

を図るのが目的であり、雇用、就業期間は、原

則６カ月未満となっております。

　町では、次の３つの事業を予定しております。

　まず１点目は、町内小中学校等の防犯パトロ

ール委託事業であり、生徒の登下校時における

安全パトロールが主なものでございます。

　２点目は、町施設等における除草及び清掃作

業を行い環境美化に努めるものでございます。

　３点目は、緊急雇用事業の手配等を行うシル

バー人材センター事務員の雇用であります。

　以上の事業においての今年度事業費は、660

万円で、新たに 13 名の雇用創出を目指してお

ります。

　なお、委託先は、人材派遣のノウハウを持っ

ているシルバー人材センターに委託する予定で

あります。

　次に、ふるさと雇用再生特別交付金事業につ

いてでありますが、本事業は、市町が地域求職

者等を雇い入れて行う事業を実施し、地域にお

いて継続的に雇用機会を図るのが目的であり、

雇用、就業期間は、原則１年以上となっており

ます。

　事業といたしましては、織物デザインセンタ

ーのデザインサンプルのデータベース化を図

り、販路開拓を推進していく事業であります。

　この事業においての今年度事業費は 580 万円

で、３名の雇用創出を図ります。なお、委託先

は、町商工会の予定でございます。

　次に、町内の景気動向はという質問でありま

す。

　景気動向調査の実施については、現在、町で
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は調査は行っておりませんが、「町商工業制度

資金信用保証料補助金」の交付状況をみてみま

すと、平成 20 年度の交付件数が対前年比で 19

％の増加であります。また「特定中小企業者認

定」の申請状況では、平成 20 年度の申請数が

対前年比で 55％も増加していることから、中

小企業を取り巻く環境は大変厳しい状況が続い

ているものと思っております。

　次、３番目の町内企業においての従業員の削

減状況はという質問でありますけれども、アメ

リカの金融危機に端を発した景気の減速は、国

内の雇用失業情勢について大変厳しい状況とな

っております。

　そうした中で、町内企業の従業員の削減状況

でございますが、現在、町が把握している限り

では、従業員を解雇したというお話は聞いてお

りません。企業全体を見ますと、依然として厳

しい状況でありますが、勤務体制の工夫などに

より現体制を維持しているのではないかと思っ

ております。

　次、町民税の減税金額はどのくらいになるの

かという質問について申し上げます。

　納税者数は、平成 20 年度末で 9,885 人、平

成 21 年度が 9,585 人、対前年比 300 人、３％

の減となる見込みであります。これは、非課税

の方が前年より 191 人増えたことが主な原因で

あります。

　また、調定金額では、平成 21 年度が６億

9,719 万円、平成 20 年度が７億 1,922 万 4,000

円となっており、対前年比 2,203 万 4,000 円、

3.1％の減となっております。

　次に、法人町民税では、平成 20 年度の決算

調定では、現年度分で１億 605 万 3,300 円、平

成 19 年度の決算調定では、１億 1,068 万 7,400

円で、463 万 4,100 円、4.2％の減となっており

ます。

　平成 21 年度の当初予算では、平成 20 年度と

比較して、法人町民税は 900 万円減額しており

ます。

　今後の経済、雇用情勢の回復の度合いによっ

て、次年度以降の個人及び法人町民税の収入に

与える影響は大きいものと考えております。

　５番目の基幹産業である繊維産業の実態はと

いう質問でありますが、議員もご存知のとおり、

中能登町においては、かつて千軒を超える機屋

が操業し隆盛を誇っておりましたが、アジア諸

国の台頭や景気低迷等により、現在では約 150

軒に事業所が減少している状況であります。

　また、平成 19 年に商工会が実施した「町繊

維産業の実態調査」では、約８割の事業所が「後

継者なし」と回答していることから、将来の繊

維産業の人材不足が懸念されます。

　そうした中、基幹産業の繊維については、近

年の県工業統計調査による中能登町の「製造品

出荷額」において、現在も半分近い割合を繊維

製品で占めているという現状であります。この

背景には、独自の技術力により製品に付加価値

を与え、得意分野を特化する繊維事業者のご努

力があると考えます。

　しかしながら、現在の経済状況は、繊維産業

をはじめとするほとんどの産業が現在も光明を

見出せない厳しい現状に強いられ、今後もこう

した状況が続くものと予想されます。

　町といたしましても、繊維産業をはじめ、中

小企業全体の景気動向を見極めていきたいと思

っております。

　次、６つ目の、今後の繊維産業の取組み方に

ついてどう考えているのかという質問でありま

す。100 年に１度といわれるこの不況下におい

て、得意分野に特化した繊維企業が頑張ってお

られます。

　中能登町には、そうした企業を支援する能登

テキスタイル・ラボがございます。繊維産業の

拠点施設として、繊維の染色試験や品質向上の

相談、技術指導を行い、付加価値を高めた独自

の商品開発による提案型企業を目指す企業の後

押しをしております。

　町といたしましても、この不況時こそ好機と

考え、能登テキスタイル・ラボと連携を図り、

繊維事業者の支援をしてまいりたいと思いま
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す。

　また、商工会では、約 20 万点のデザインサ

ンプルを所有し、平成 20 年３月に織物デザイ

ンセンターが開館いたしました。このデザイン

サンプルの利活用ということで、テキスタイル・

ラボに設置してあります、インクジェットプリ

ンタによるオンリーワンの物作りやデザインサ

ンプルの画像処理業務に取組んでおります。

　先日、日本貿易振興機構の招きでイタリアの

有名ブランドの商品開発担当者がデザインセン

ターを訪れ、デザインサンプルを熱心に見られ、

好感触をいだいていかれました。

　また、６月８日には、経済産業省、中小企業

基盤整備機構の方々にも見学をしていただいて

おります。こういう世界的に有名な企業の専門

家によるデザインサンプル価値につき、好評を

いただいたことは、新たな繊維産業の位置づけ

として、今後、事業の関係機関と連携を図りな

がら、更なる事業の拡大に取組んでまいりたい

と考えております。

　最後の質問であります、地域資源を活かした

地域産業の活性化とはとの質問であります。

　中能登町の地域資源には、伝統工芸である能

登上布があります。また、繊維産業につきまし

ては、白生地の産地としてデザインが無かった

この地において、織物デザインセンターのデザ

インサンプルは、新たな地域資源の一つである

と考えております。

　これらの地域資源を活かした産業の振興を図

るには、地域資源の知名度向上を図っていくこ

とが大切かと思います。この産地にしかない「強

み」を活かした資源を地域ブランドとして広く

国内外の方に情報発信をしていくことで、中能

登町における地域産業の活性化に繋がっていく

ものと考えております。

○議長（藤本一義議員）　宮下為幸議員

○５番（宮下為幸議員）　小さい項目の１、２

を兼ねて質問したいと思います。

　ふるさと雇用再生特別基金の委託先がデザイ

ンセンター、商工会ということで 580 万円。３

人雇用されて３年間で９人。データベース化と

いうことで言われましたが、たしかに 20 万点

のものを３年間でベース化するということはな

かなか厳しいと思うんですね。ベース化したも

のをどう活用するか。それはいろんな方法があ

ると思います。一昨日、大阪からあるアパレル

関係の人が来て見せたんです。これは、データ

ベース化はいいけど、これを素材辞典、ＣＤ化

するわけですね。データベース化したものをＣ

Ｄ化して、それを世界に発信すると。日本に発

信すると。世界に通用するらしいです。ただ、

これをやっているのは京都の川島織物という２

部の上場の会社がありますけれど、そこがやっ

ております。それを聞いたので、ラボへ行って

聞きましたら素材辞典がありました。そういう

ふうにすれば、商標登録すればお金になります。

武田議員が言われた知的財産ということもある

んですけれど、商標登録し、ＣＤ化すればお金

になるというか。来年ミラノへ出展される。フ

ランスとイタリアからプラダとアルマーニの生

地のバイヤーが来ていったということが新聞に

も出ていましたが、そういうことを含めて、是

非、世界に発信できるかどうかわかりませんけ

れど、画像処理なども含めて、町長はその辺

をどう考えておいでるのかということ。それ

と介護福祉がこうそ化しているということで、

1,260 万円のうちの介護福祉分野にお金を回す

という考えは全然なかったわけですか。その辺

のことについて。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　いまのプリントにつきまして

は、いろんな提案をいただいておりまして、私

どもが考えているよりももっと価値があるよ

うな気がいたします。そういう中で、500 点な

ら 500 点、この中から何年間か契約して、その

会社と１点、それにつきましては３万円か５万

円かわかりませんけれども、契約して使ってい

ただくとか、総務省の産業に対する支援にいた

しましても出しておりますけれども、通るか通

らないかわかりませんけれども、それらを出し
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ても値のあるというようなことを思っておりま

す。どういう形でしていくのか、いろいろなご

意見を聞きながら進めていきたいと思っており

ます。

　介護保険につきましては、各施設にきている

のであって、今回きた中から各介護施設へお金

を渡すものではないと思っております。これに

関してはもう少し勉強させていただきたいと思

います。いろんな施設の待遇整備とかに使って

いるものであって、介護している方にこれは給

料分だという、そういうわけではありません。

僅かでありますが、各施設にきている補助金で

あり、それらは上がっております。国全体の金

額の中から、それぞれの施設へいくらかの補助

金が上がっていることは間違いありません。い

まの町へきた分の中から人件費ということでは

ないと思っております。

○議長（藤本一義議員）　宮下為幸議員

○５番（宮下為幸議員）　ちょっと意味がわか

らないんですけれど、介護保険に回せというの

ではなく、介護福祉の、要するに福祉士のサポ

ートをできるような人に使うというのは駄目な

んですか。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　あくまでも、人件費というの

ではなく、各施設へは補助金としてきておりま

す。私も鹿寿苑の理事長をしておりますので、

少しでありますけれども、それにつきましては

上げさせていただきました。施設等に使ってお

ります。

○議長（藤本一義議員）　宮下為幸議員

○５番（宮下為幸議員）　デザインセンターの

ことに戻りますが、データベース化をしていて、

私も何回か見てきたんですが、マネキンにドレ

スなど着せてありますね。それをハンガーサン

プルの中から選ばれて画像処理をされたという

ことを聞いてきたんですけれど、この 580 万円

の予算、３人で１人当たり 193 万円という１年

間の金額なんですけれど、できれば結構な金額

ですから、画像処理ができる人ですね。データ

ベース化というのは多分上から写真を撮って、

それをベース化するだけでしょうけれど、今、

中能登町で、丸井織物さんの浴衣地で町民音頭

ができたからそれを生地にしてということを聞

いてきました。それをする場合に画像処理をし

ないといけないと思います。縦と横をきれいに

合わせるというか、リピートするというような

ことをするらしいです。そういう処理のできる

人をせっかくですから 580 万円の中の１人とし

て、できればそういう人を雇っていただきたい。

なぜかといいますと、画像処理１点するのに、

例えば福井精錬等へ出せば２万円かかるそうで

すね。２万円ということは、193 万円のお金を

かけてするのなら、１年間で 70 ～ 80 の画像処

理して、それをすぐ服装にドレス化や浴衣生地

にしても、そういうことができるということを

聞きましたので、町長はそのあたりどのように

思っておりますか。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　画像処理につきましてはラボ

ができますので、連携しながらいいものがあれ

ば画像処理をしたり、浴衣なら浴衣になるプリ

ントをラボと一緒に作って、それらをどうやっ

て発信していくかということで、いまの３名の

方が今行っているのは４万 5,000 あるサンプル

を 10 万点ぐらいにしていきたいと。同時に、

ラボと連携で画像処理するものは進めていく。

１点できますと次は染色等と作るまでが大変な

ので、すぐ安くできるそうなので、それらにつ

きましてもラボ、機屋さんとも連携しながら進

めていきたいと思っております。

○議長（藤本一義議員）　宮下為幸議員

○５番（宮下為幸議員）　ラボで画像処理をマ

ックのパソコンでやっているわけですけれど、

１人でやっているわけです。その人は１月に１

つか２つしか、自分の染色やいろいろな相談な

どあるのでなかなかできないと。年間を通して

そんなにできませんから。580 万円を使われる

のなら、画像処理される人を雇われて、いろん

な製品を画像処理しておけば、例えばいま、活
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性化資金で上布会館とデザインセンターと繋が

りますね。繋がれて観光客が年間どれくらい来

られるかわかりませんが、あの中で見ていただ

いてすぐ「この織物がいい」ということで、画

像処理をしておけば、多分その生地があそこに

十何点並んでおります。多分、素晴らしい生地

ばかりで、中能登町に織られた組織的なものを

見たら、あれ以上の組織はないんですよ。丸井

織物さんの浴衣地、縮緬等、素晴らしい素材だ

と思うんです。エステルで浴衣を作るというこ

とは、なかなか素晴らしい開発だと思うんです。

そういう生地がありますので、あれを画像処理

しておけば、すぐ来た人に見てもらって販売で

きるというような方法も考えられますので、そ

の辺を一つ考えておいていただきたいなという

ことを思います。

　それと、平成 19 年度に繊維業界の実態調査

をされたということで、その当時は調査事業所

が 157 社、平均年齢が 60.6 歳。後継者ありが

30 社。ということでありました。年齢別に見

てみますと、高齢化しています。50 歳以下の

後継者が 23 人ということで、150 業者ありま

して、50 歳以下の後継者が 23 人しかいないと

いうことで寂しい限りなのですが、是非、先ほ

ど言いました、画像処理してすぐプリントし染

色できるような方向を考えていただいて、いま

は工場誘致も企業誘致もなかなかできないこと

を考えますと、基幹産業である繊維産業が、出

荷額が 20 年で 101 億円ということを考えれば、

多分石川県でも１番の出荷額だと思います。そ

ういうことを考えて、既存の企業でできるだけ

何とか中能登町が繊維で浮上するような施策を

町の方でも考えていただきたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　次に、14 番　岩井礼

二議員

　　〔14 番（岩井礼二議員）登壇〕　

○ 14 番（岩井礼二議員）　「小さいがきらりと

光る中能登町」という思いが誰しも強くあると

思います。県内で一番小さい川北町が石川県で

一番大きい花火を上げるという記事があり、大

変背伸びをして頑張っているなという記事を読

みました。

　それを見習えという意味ではありませんけれ

ども、杉本町長は３月 10 日に、めでたく２度

目の審判を無競争で再選されました。その後、

初めての議会であります。新たに中能登町の更

なる飛躍に挑戦されております。子供を産み育

てやすく、老後も安心して暮らせるまちづくり、

学校など施設の統廃合等、行財政改革の進行、

地域の活性化を図ることと提案理由説明にも力

を入れておられますが、以上の決意、抱負のほ

どをお聞きしたいと思います。よろしくお願い

します。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

○杉本栄蔵町長　岩井議員の質問にお答えいた

します。

　２期目の決意と抱負についてお答えする前

に、１期目の事業の推進にあたり、町民の皆様、

そして議会の皆様、そして各界各層の皆様のご

理解とご協力を賜りましたことについて改めて

感謝とお礼を申し上げたいと思います。

　ここまで事業が達成できましたことは、皆様

のお陰であると心から思っているところでもあ

ります。

　私は、今議会提案理由の中で、「２期目にあ

たり新たな決意で更なる中能登町の飛躍を目指

したい」と申し上げました。

　１期目は、「町民の融和を第一に、新町の基

盤づくり」をテーマとしておりました。

　そして、２期目は「活力ある中能登町」をテ

ーマに「子供を産み育てやすく、老後も安心し

て暮らせるまちづくり」「学校等公共施設の統

廃合と行財政改革を進めること」そして「地域

の活性化を図ること」に全力を尽くしていきた

いと考えております。

　今日の地方自治は、国際情勢の大きなうねり

の中にあり、未曾有の経済危機に直面しており、

中能登町においても、今後の財政運営の影響が

非常に懸念されるところであります。

　こうした経済状況の中であっても、中能登町
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においては、出産祝い金や中学生までの医療費

の無料化の施策は後退することなく、今後も継

続し充実した福祉施策を講じてまいりたいと思

っております。

　また、年配者の方々が、永年培ってきた知恵

と工夫を活かせるように、カラー野菜の栽培や

農産物の加工品の特産品づくりと直売施設の整

備を進めるとともに、町のコミュニティバス運

行の継続や、「天平の里」「ゆうゆう」等の福祉

施設の充実など、お年寄り目線で、お年寄りが

快適に安心して暮らせるまちづくりを目指して

いきたいと考えております。

　次に、学校施設の統廃合と行財政改革につき

ましては、懸案でありました統合中学校の建設

計画案が具体的に進みつつあります。

　これを機に、小学校も含めた町有施設の統廃

合につきましても、順次進めながら、行財政改

革を進めていきたいと考えております。

　最後に、地域の活性化を図ることにつきまし

ては、先ほども申し上げましたカラー野菜、農

産物の加工品の特産品づくりと直売施設の整備

のほか、織物デザインセンターを活用した繊維

産品のブランド化を進めることによって、地元

での雇用の場の確保や商業施設ゾーンの拡大を

図っていきたいと考えております。

　私は、就任当初から、融和を第一に町政を進

めてまいりました。

　まもなくお披露目されます「町民音頭」で、

町民の気持ちを一つにし、合併して良かったと、

そして住んで良かったと思えるような融和の輪

が更に広がることを期待しております。

　現在の景気、経済情勢は大変厳しい状況であ

りますが、中能登町の将来が少しでも明るくな

るように、また、次の世代が希望を持てるよう

なまちづくりを目指していきたいと思っており

ます。

　引き続き町政を担当させていただくことにな

り、このような私でありますけれども、粉骨砕

身、一生懸命務めさせていただきたいと思って

おりますので、皆様方のご支援、ご協力をお願

い申し上げ、私の抱負、決意とさせていただき

ます。

○議長（藤本一義議員）　岩井礼二議員

○ 14 番（岩井礼二議員）　よくわかりました。

一喜一憂、粉骨砕身、頑張っていただきたいと

思います。

　話は変わりますが、七尾鹿島広域圏のことに

関するのですが、平成の大合併によりまして、

17 年の合併から５年目に入りました。旧町時

代のことを思いますと、広域圏の負担金問題で

大変な苦労があったことがあります。消防の負

担金、それからゴミ、その他の負担金など、当

時の旧町の執行部、また議会が大変な苦労を経

て合意をしていた経過を思い出します。その後

に、合併問題が検討されました。私もその特別

委員として出席していたこともありました。そ

のうちに合併の組織が１市６町、または６町と

いったいろんな中で、そのうち３町という案が

提示されました。その時に私も確認したんです

が、それは１市６町の合併の中で、正式に順序

を踏んで３町という案を承認されたのかといっ

た質問をしたときに、どうもそうではなくて、

３町の中での案だといったような発言があり、

それに対して負担金問題の今後のことを考える

と、そういった抜け駆けしたような合併を踏む

と、あとあとに必ず何か問題を残すような気が

しました。そこで、次回の合併委員会までに、

その結論は１市６町の中で順序を踏んで、３町

にするんだということを踏んで確認をしたうえ

で結論を出したらどうかということを提案し、

その時の長屋会長はムクッとした顔をしておい

でましたけれども、聞き入れていただいて、次

回の時までにきちんと精査をして３町という案

が出された経過があります。そこで、この後、

広域圏の負担金問題となると、中能登町対七尾

市ということになろうかと思います。その時に、

きちんとこちらも順序を踏んでいますので、前

の負担金で大変苦労したことを思い出します

と、何ら引け目をとらないで堂々とそういった

問題に対処していただきたいということを老婆
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心ながらこの機会に申し上げておきたいと思い

ます。

　そして、元に戻りますけれども、この中能登

町、当町の特色の一つとして、観光開発の振興

をしていただきたいという思いが強くありま

す。いまでも護る会が去年一つ増えまして４箇

所あり、また、いろんな史跡もあるわけであり

ますが、その中の一つとして「碁石が峰を護る

会」があります。中能登町は海がありません。

従って、池を活用した観光開発ができないもの

かなということを前々から思ったり、伝えたり

したこともあるかと思います。このことを再度

頭に置いて、せっかくの水上デッキもあります。

遊歩道も素晴らしいものがあります。マレット

ゴルフ場もあります。少年自然の家もあります。

そういったことを活用できないものかなと思い

ますので、この後、町長にもう一度その辺の答

弁をお願いしたいと思います。

　そしてまた、この中能登町には近隣の市、町

にはないようないろいろな扶助制度がありま

す。一般の方々の医療の制度、中学生までの医

療は、先ほど述べられましたところです。それ

から、エコに対する制度、耐震補強に対する制

度など、いろいろとその制度、そのほかのこと

も考えると、大変いい町に仕上がりつつあるの

ではないかと思います。

　中能登町。私が人に時々話すときには、この

中能登の中に「にんべん」をつけると「仲良し

の仲能登になるんだぞ」と。仲良くともに発展

していく町になりたいものだなと伝えることが

ありますけれども、仲良しばかりが全てではな

いとは思いますけれども、内輪もめをしている

家には、嫁さんはなかなか来にくいのが常だと

思います。思うにはきりがありませんけれども、

いまの中能登町、先ほどの質問にもありました。

うまくいっているなと私も思います。ですから

自分の立場を他町において、この町を見直した

ときによくわかるんじゃないかなと思います。

私も仕事がら隣の市でよく実感するんですが、

下水道は予算がなくてストップ。あとは全部各

地区で合併処理などで対応しようというところ

もあります。また、近年のプレミアム商品券な

ども出ていません。言えばいろいろきりがない

ほどあるんじゃないかと思います。また、地元

の県会議員、そして町長、その縦の関係がお互

いにいい関係で動いておいでるな、いいことじ

ゃないかなと私は思います。

　再度、町長にこの平成の大合併をした中能登

町、あの合併で良かったなと、間違いでなかっ

たなと、子々孫々に伝えていく努力を私どもも

していかねばならないのじゃないかなと思いま

す。そこで、最後に、杉本町長に、このことに

力を入れたいんだという強い思いがあれば、こ

の際に聞かせていただきたいと思います。

○議長（藤本一義議員）　杉本町長

　町長に一言お願いしておきます。七鹿広域圏

の件につきましては、通告文書に出ておりませ

んので、答弁の必要はありません。その他につ

いて、観光開発等、地域の活性化、飛躍の問題

は決意の関係、それらについて答弁願います。

○杉本栄蔵町長　先ほども２期目の決意につい

て申し上げました。そういう中で、岩井議員も

言われましたように、中能登町には観光として

は、立派な石動山があり、雨の宮があり、碁石

が峰があり、不動滝があり、古墳公園がありと、

どこへ出しても稀有の所ばかりだと思います。

そういう中で、先の答弁でも申し上げましたけ

れども、宝達志水町以北の４市５町の能登広域

観光圏というものの中で、各市町とも連携しな

がら、来ていただければ感動して帰っていかれ

る、そういう施設ばかりであると思っておりま

す。そういう中での施設の整備も町としてもボ

ランティアの方々にお願いもしたり、いろんな

面で町を一本化しながら守り育てていきたいと

思っております。歴史もありますし、人情も豊

かですし、いろんな面で中能登町をアピールし

ていきたい。県内を回っておいでる方々がおら

れます。例えば警察の署長さんであるとか、出

先機関の方々とお話をしておりますと、「中能

登町へ来ると、のんびりするいい町やね」と、
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そんな評価もいただいております。それも町民

の皆さん方が町を思い、ボランティアをし、協

力していただいているおかげであると思ってお

ります。これからも皆さんとできるだけ触れ合

いをしながら、皆さんのご意見を聞きながら、

中能登町の発展のために一生懸命頑張ってまい

りたいと思っておりますので、今後ともよろし

くお願いいたします。

　◎散　　会

○議長（藤本一義議員）　以上で、本日の日程

は終了いたしました。

　これをもって、一般質問を終結いたします。

　19 日から 22 日までの４日間を休会とし、23

日午後３時から本会議を開きます。　

　本日はこれをもって散会いたします。

　ご苦労様でした。

午後 16 時 30 分散会
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午後３時 20 分　開議

　◎開　　議

○議長（藤本一義議員）　ご苦労様です。

　ただいまの出席議員数は 19 名です。定足数

に達しておりますので、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

あります。

　◎委員長報告

○議長（藤本一義議員）　日程第１から日程第

３　各常任委員会委員長報告

　これより本定例会議会から付託をしておりま

した、議案第 33 号から議案第 37 号までの議案

５件、請願３件、陳情１件を一括して議題とい

たします。

　以上の案件に関し、委員会における審査の過

程及び結果について、各常任委員会委員長の報

告を求めます。

　総務常任委員会委員長　岩井礼二議員

　〔総務常任委員会委員長（岩井礼二議員）登壇〕

○総務常任委員会委員長（岩井礼二議員）　総

務常任委員会における審査の経過並びに結果に

ついてご報告いたします。

　今定例会に付託されました案件は、議案２件

であり執行部から説明を求め、慎重に審査をい

たしました。

　審査の過程における質疑、意見等主なものに

ついて申し上げます。

　まず、議案第 35 号　平成 21 年度中能登町一

般会計補正予算の総務費　鳥屋庁舎工事請負費

についてであります。鳥屋庁舎玄関スロープ

は、能登沖地震等による地盤沈下での損傷が著

しく、改修工事が必要とのことですが、庁舎管

理を行う上で、総体的に地盤沈下などによる破

損状況がないかどうか質問したところ、杭を打

った箇所は沈下がなく、杭の周辺は多少下がっ

ていますが、修繕の緊急性を要するほどではな

いとの回答でした。今後も庁舎管理の点検の徹

底を求めました。

　続いて、消費者行政活性化事業で、中能登町

独自のパンフレットを作るとすれば、どういう

内容であるかという質問に対し、警察等とも連

携を取り、相談窓口の強化、多様な悪徳商法の

手口や防止等を掲載しながら、全戸配付し、普

及啓発していきたいとの回答でした。

　続いて、消防施設整備補助金であります。各

地区の消防ホースの折り目が老朽化により破損

し、使用不能となった場合、80％の補助対象と

なるのか、という質問に対し、地区要望があれ

ば 80％の補助対象となるとの回答でした。今

後も引き続き、地域防災への促進を求めました。

　主な質疑の概要は、申し上げたとおりであり

ます。

　質疑終了後、討論、採決の結果、当委員会に

付託されました議案２件につきましては、いず

れも全会一致で可決いたしました。

　ご報告いたしました結果につきましては、お

手元に配付済みの「委員会審査報告書」のとお

りであります。

　以上で、総務常任委員会での報告を終わりま

す。

○議長（藤本一義議員）　次に、教育民生常任

委員会委員長　西村秀博議員

　　〔教育民生常任委員会委員長（西村秀博議

員）登壇〕

○教育民生常任委員会委員長（西村秀博議員）

　教育民生常任委員会における審査の経緯並び

に結果についてご報告いたします。

　今定例会に付託されました案件は、議案４件、

陳情１件であり、執行部から説明を求め慎重に

審査をいたしました。

　審査の過程における質疑、意見等主なものに

ついて申し上げます。

　まず、議案第 34 号　中能登町心身障害者医

療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

については、平成 20 年４月より高額介護合算

制度に改正するものであり、付則の平成 20 年

４月１日に遡って処理し対応するとの説明を受

けました。
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　次に、議案第 35 号　平成 21 年度中能登町一

般会計補正予算につきましては、戸籍住民基本

台帳費において、各市町に導入している戸籍総

合システムのリース契約が１月で終了し、それ

に伴い、ソフト及びハードを新型システムに更

新しなければ保守作業ができなくなるため、新

しく入れ替えるとともにデータの移行と犯歴者

データの整備を行うとの説明を受けました。

　続いて、社会教育施設管理運営費において、

能登沖地震により鳥屋公民館の破損が著しく、

鳥屋公民館で行っていた講座をまなびや館で行

うため、空調設備の修理が必要との説明を受け

ました。また、関連して、鳥屋公民館の今後の

あり方をどのように考えているかとの質問に

は、鳥屋公民館と鳥屋公民館横の体育館は取り

壊し、更地にしてまなびや館とふるさと創修館

を鳥屋公民館分館とする条例改正を行う予定で

あるとの回答でありました。

　主な質疑の概要は、申し上げたとおりであり

ます。

　質疑終了後、討論・採決の結果、当委員会に

付託されました議案４件につきましては、いず

れも全会一致で可決、陳情１件につきましては、

全会一致で不採択といたしました。

　なお、今回報告いたしました結果につきまし

ては、お手元に配付済みの「委員会審査報告書」

のとおりであります。

　以上で、教育民生常任委員会からの審査結果

の報告を終わります。

○議長（藤本一義議員）　次に、産業建設常任

委員会委員長　諏訪良一議員

　　〔産業建設常任委員会委員長（諏訪良一議

員）登壇〕

○産業建設常任委員会委員長（諏訪良一議員）

　産業建設常任委員会における審査の経過並び

に結果についてご報告いたします。

　今定例会に付託されました案件は議案１件、

請願３件であり、執行部から説明を求め、慎重

に審査をいたしました。

　審査過程における質疑、意見等主なものにつ

いて申し上げます。

　まず、議案第 35 号　平成 21 年度中能登町一

般会計補正予算のふるさと雇用再生特別基金事

業並びに緊急雇用創出事業についてでありま

す。

　新規雇用者の募集方法や雇用期間、雇用対象

者、雇用者の具体的活動内容などの質問に対

し、対象者を失業者や離職者とし、雇用の機会

を作り、広報やホームページで公募するととも

に、町が商工会へ委託し、またシルバー人材セ

ンター側からは、ハローワークで公募すること

とし、ふるさと雇用再生特別基金事業について

は、デザインセンターへ３人の雇用者を３年間

予定し、デザインセンターに保有するデザイン

をデータベース化し、パソコンに分類する。

　緊急雇用創出事業については、一つ目は、シ

ルバー人材センターへ職員の派遣業務で１名６

カ月間の雇用予定。二つ目は、小中学校生徒の

登下校時パトロール員を新規４名雇用。三つ目

は、公共施設等の除草、清掃等の新規雇用８名

で６カ月未満の雇用予定との回答を受けまし

た。

　この事業を通して、町内の失業者や離職者へ

の就業機会がより多くなるよう求めました。

　続いて、住宅等建設事業費の補助金、耐震診

断、耐震改修であります。

　住宅の耐震診断希望者への周知及び補助対象

の内容は、という質問に対し、広報やチラシ、

ホームページ等でお知らせを行い、昭和 56 年

度以前に建てた住宅を対象として、診断に５件

分、改修に３件を予算化しているとのことでし

た。

　町民が安心して暮らせるよう、議決後、速や

かに実施することを求めました。

　主な質疑の概要は、申し上げたとおりであり

ます。

　質疑終了後、討論、採決の結果、当委員会に

付託されました議案１件につきましては、いず

れも全会一致で可決いたしました。

　続いて、請願第１号　政府自らが決めた備蓄
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ルールに基づいて、20 万トン規模の政府米買

い入れを求める請願、請願第２号　農地法の改

正に反対する請願、請願第３号　ミニマムアク

セス米の輸入見直しに関する請願

　これらについては、いずれも全会一致で不採

択といたしました。

　ご報告いたしました結果につきましては、お

手元に配付済みの「委員会審査報告書」のとお

りであります。

　以上で産業建設常任委員会での報告を終わり

ます。

　◎質　　疑

○議長（藤本一義議員）　以上で、各委員会の

委員長報告が終わりました。

　これより、委員長報告に対する質疑を行いま

す。

　質疑の方はありませんか。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　質疑がないようであ

ります。これで、質疑を終結いたします。

　◎討論・採決

○議長（藤本一義議員）　日程第４　討論・採

決

　これより、上程議案　議案第 33 号から議案

第 37 号までの議案５件について、討論を行い

ます。

　まず、反対討論の発言を許します。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　ないようであります。

　次に、賛成討論の発言を許します。

　〔「なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　ないようであります。

　以上で、討論を終結いたします。

　次に、採決を行います。

　議案第 33 号及び議案第 34 号、以上の議案２

件について、採決をいたします。

　お諮りいたします。

　本件に対する各委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり可決であります。

　本件は、各委員長の報告のとおり、決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（藤本一義議員）　起立全員であります。

　よって、議案第 33 号及び議案第 34 号、以上

の議案２件は、原案のとおり可決されました。

　次に、議案第 35 号から第 37 号まで、以上議

案３件について採決いたします。

　お諮りいたします。

　本件に対する各委員長の報告は、全会一致で

原案のとおり可決であります。

　本件は、各委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。

　〔賛成者起立〕　

○議長（藤本一義議員）　起立全員であります。

　よって、議案第 35 から議案第 37 号まで、以

上の議案３件は、原案のとおり可決されました。

　次に、請願第１号　政府が自ら決めた備蓄ル

ールに基づいて、20 万トン規模の政府米買い

入れを求める請願、請願第２号　農地法の改正

に反対する請願、請願第３号　ミニマムアクセ

ス米の輸入見直しに関する請願、陳情第２号　

国の教育予算を拡充することについての陳情。

　以上、請願３件、陳情１件について、討論を

願います。

　　〔「なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　ないようであります。

　以上で討論を終結いたします。

　これより、採決を行います。

　まず、請願第１号　政府が自ら決めた備蓄ル

ールに基づいて、20 万トン規模の政府米買い

入れを求める請願について、採決をいたします。

　お諮りいたします。

　請願第１号に対する委員長の報告は、不採択

であります。

　この請願を採択することに、賛成の方の起立

を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（藤本一義議員）　起立、少数であります。
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　よって、請願第１号を採択することは、否決

されました。

　次に、請願第２号　農地法の改正に反対する

請願について、採択をいたします。

　お諮りいたします。

　請願第２号に対する委員長の報告は、不採択

であります。

　この請願を採択することに、賛成の方の起立

を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（藤本一義議員）　起立、少数であります。

　よって、請願第２号を採択することは、否決

されました。

　次に、請願第３号　ミニマムアクセス米の輸

入見直しに関する請願について、採決をいたし

ます。

　お諮りいたします。

　請願第３号に対する委員長の報告は、不採択

であります。

　この請願を採択することに、賛成の方の起立

を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（藤本一義議員）　起立、少数であります。

　よって、請願第３号を採択することは、否決

されました。

　続いて、陳情第２号　国の教育予算を拡充す

ることについてを採決いたします。

　お諮りいたします。

　陳情第２号に対する委員長の報告は、不採択

であります。

　この陳情を採択することに、賛成の方の起立

を求めます。

　　〔賛成者起立〕　

○議長（藤本一義議員）　起立、少数であります。

　よって、陳情第２号を採択することは、否決

されました。

　◎追加日程１

○議長（藤本一義議員）　お諮りいたします。

　ただいま、杉本町長より、同意第２号　教育

委員会委員の任命についての人事案件が提出さ

れました。

　これを日程に追加し、日程の順序を変更して、

直ちに議題といたしたいと思います。

　これに、ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　同意第２号を日程の順序に繰り入れ、直ちに

議題とすることに決定いたしました。

　議事日程を配付しますので、暫時休憩をいた

します。

午後３時 38 分　休憩

午後３時 39 分　再開

○議長（藤本一義議員）　再開いたします。

　町長の提案理由の説明をお願いします。

　杉本町長

　　〔杉本栄蔵町長登壇〕

○杉本栄蔵町長　本日、追加提案いたしました

同意第２号につきまして、その大要をご説明い

たします。

　同意第２号は、教育委員会委員の任命につい

てであります。

　今回、教育委員会委員として、二宮あおば台

１部 16 番地　池島憲雄氏と井田 59 部 14 番地

　島田博文氏が最適任者であると信じ、関係法

令の規定に基づき、議会の同意を求めるもので

あります。

　以上、本日追加提案いたしました議案につき、

その大要をご説明申し上げましたが、議員各位

におかれましては、慎重なるご審議のうえ、適

切なるご同意を賜りますようお願いいたしまし

て提案理由の説明を終わります。

○議長（藤本一義議員）　町長の提案理由の説

明が終わりました。

　同意第２号は人事案件であり、先に議員各位

のご了解を得ておりますので、質疑、討論を省

略し、採決いたしたいと思います。

　なお、同意第２号は、人事案件であるため、

採決は起立採決はとらず、異議なしで諮りたい
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と思います。

　これに、ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　暫時休憩します。

午後３時 42 分　休憩

午後３時 43 分　再開

○議長（藤本一義議員）　再開いたします。

　それでは、再度確認いたしておきます。

　今回の採決の方法は、異議なしで確認をとり

たいと思います。

　それでよろしいでしょうか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　それでは、お諮りい

たします。

　同意第２号は、原案のとおり同意することに、

ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　よって、同意第２号は、原案のとおり同意す

ることに決定いたしました。

　◎追加日程２

○議長（藤本一義議員）　お諮りいたします。

　ただいま、提出者　作間七郎議員ほか賛成者

全員５名から、発議第２号　北朝鮮の核実験に

抗議する意見書及び提出者　作間七郎議会運営

委員会委員長から議員派遣の件が提出されまし

た。

　これを、日程に追加し、日程の順序を変更し

て、直ちに議題といたしたいと思います。

　これに、ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　よって、発議第２号及び議員派遣の件を、日

程の順序を変更し、直ちに議題とすることに決

定いたしました。

　議事日程を配付いたしますので、暫時休憩を

いたします。

午後３時 45 分　休憩

午後３時 46 分　再開

○議長（藤本一義議員）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。

　追加日程２　日程第１　発議第２号　北朝鮮

の核実験に抗議する意見書を議題といたしま

す。

　発議第２号については、先に議員各位のご了

解を得ておりますので、質疑、討論を省略し、

採決いたしたいと思います。

　これに、ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　お諮りいたします。

　発議第２号は、原案のとおり決定することに、

ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　よって、発議第２号は、原案のとおり可決さ

れました。

　追加日程２　日程第２

　議員派遣の件について、議題といたします。

　お諮りいたします。

　議員派遣の件については、お手元に配付のと

おり、７月４日から８日までの日程として、台

湾にある基隆市役所・基隆市議会・成功中学校

を公式訪問、また、八田技師の功績による烏山

頭ダムの現地視察を含む研修を実施いたしたい

と思います。

　これに、ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　よって、議員派遣の件について、派遣を行う

ことに決定いたしました。

　◎閉会中の継続調査

○議長（藤本一義議員）　日程第５　閉会中の

継続調査についてを議題といたします。

　ただいま、議会運営委員会委員長及び総務常

任委員会委員長、教育民生常任委員会委員長、
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産業建設常任委員会委員長、行財政改革特別委

員会委員長、中能登町統合中学校建設特別委員

会委員長から会議規則第 75 条の規定により、

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査、各常

任委員会、特別委員会の閉会中の所管事務調査

のため、閉会中の継続調査の申し出があります。

　お諮りいたします。

　各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに、ご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕　

○議長（藤本一義議員）　異議なしと認めます。

　よって、各委員長から申し出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定いたしました。

　◎閉議・閉会

○議長（藤本一義議員）　以上で、本議会に付

議されました案件の審議は、すべて終了いたし

ました。

　これをもって、平成 21 年第４回中能登町議

会定例会を閉会いたします。

　ご苦労様でした。

午後３時 53 分　閉会
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　地方自治法第 123 条第２項の規定により、ここに署名する。
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